
愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する
一一それを生かせるかどうか［写真と資料で読む］一一

越知専
〈愛知大学写真研究会名誉会長、東亜同文書院大学記念センタ 客員研究員〉

司会：大島 大学に関する資料の公開と、その総

合的研究というプロジェクトが、藤田佳久先生の

主導のもとに補助金をいただいて始まり、 2 年少

し経ってまいりました。その聞いろいろな公開講

演会、あるいは公開研究会なども行ない、またい

ろいろな地域でその貴重な資料を展示して公開し

てまいりましたが、その聞に半面じっくりと内部

で、あるいは外部の人も含めて基礎的な研究をや

らないといけないということになりまして、ここ

1 年弱、私が世話させていただきまして小さな研

究会（と言いましでも今日はだいぶ大きくなった

と思いますけれども、これはやっぱり越知さんの

人徳のいたすところだと思います）を積み重ねて

まいりました。本日はご案内のとおり、愛知大学

創成期からもう l つの原点を考察する、それを生

かせるかどうか、写真と資料で読むというテーマ

のもとに、私が同僚にしていただいているんです

が、東亜同文書院大学記念センターの客員研究員

であられます越知事さんにお話し願いたいと思い

ます。その前にせっかくセンター長も来ておられ

ますので、藤田先生から一言ご挨拶をお願いいた

します。

挨拶：藤田 大島先生からお話ーがありましたが、

東車同文書院記念センターは今から 15年程前に

スタートしました。旧本館の下に今展示施設を設

けてあり、それがスター卜して 10年ぐらいにな

ります。書院だけでなく孫文関係の貴重な資料と

かさまざまなものがござし3 まして、そういうもの

を文科省のオープンリサーチプロジェクトに応募

いたしましたら文科省側に選んでいただき、計 5

年間のオープンリサーチセンターのプロジェクト

を進行することになりました。今年で 3 年自にな

りますが、この間 l つは施設の大幅な改変・整備

がありました。それと合わせて今大島先生がおっ

しゃったように、基本的な研究機能を充実させて

いくということがございました。そこで今日はそ

ういう研究機能の一環として越知さんにお話をう

かがうということです。越知さんはこのプロジェ

クトを立ち上げるに際しまして、サポーターとし

て上に出られる方はいないだろうということでご

参加いただきました。予想、どおりと言うか予想以

上にサポートしていただきまして、今日も図がい

っぱいありますので、またいろんな細かいお話が

たくさん出てくるかと思います。こんな会を時々

聞いておりまして、それと大きくシンポジウムと

か講演会とかも合わせて、実を言いますと今、大

変忙しいんです。今日はそういう中の l つの研究

会ということです。最近何か越知さんに構想がわ

きあがってきたようでして、今日はそんなお話が

お聞かせ願えるんじゃないかと思います。ひとつ

ご静聴いただければと思います。ということで私

のご挨拶にさせていただきます。
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I 愛知大学の創成期

(l) 創成期に学んだ学生は今

一一私の選んだ超著名人［愛大三本松］

越知 越知でこやさ守います。一昨日豊橋グランド

ホテルで、産学官交流サロンがありました。その時

に愛知大学の学長が講演をすることになっており

ました。テーマは「愛知大学の将来について」。

今日お話しするのも私としての l つの見方です。

それと同時にその時に「わが国の農業と食糧自給

率について」東海農政局の局長さんもお話をされ

ました。同じテーフ。ルの私の隣に田原の副市長さ

んが座っておられまして、 5 月 15 日、「愛知大学

創成期からもう l つの原点を考案する」というテ

ーマで話をすることを農政課の小川金一課長さん

にも話i したところ、「それを聞きにf子ってもいい

ですか」と言われるものですから「どうぞどうぞ、

研究会で十数人だけの研究発表みたいなものです

がよろしかったら。特に田原の皆さんにはおそら

く関係の深い話に最終点では合致すると思うの

で、ぜひおいでください」と返事をいたしました。

また同時に今回原で農業大学院大学というのが準

備をされており、その代表の方が石黒功さんとい

う私の20年来の友達でございます。先だっても

そのお話を聞きまして、社長室長の大橋進吉さん

が今日お見えになっています。あとでいろいろと

ご質問なりしていただくと大変ありがたいと思い

ます。

ところで「愛知大学創成期からもう l つの原点

を考察する一一それを生かせるかどうか［写真と

資料で、読むJJ という題でありまして、皆さんに

すると何だろうなとお思いでしょう。何だろうな

という疑問符を持っところに私は研究の意味があ

ると思います。けさ広辞苑をちょっとひもといて

みました。「論文」というところを見ましたら、「論

文とは議論をする文である」。研究の業績、ある

いは結果を記すものが卒業論文であり修士論文で

あるが、ただ単に論文と言えば、論議をする文で

あれば論文だと。今日はだから皆さんとあとで論
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議をすればひいては l つの論文が作成されるわけ

で、皆さんも力になっていただきたいと思います。

今日はもっと気軽に話をしたいわけでありまし

て、今から 55、 6年前、と言うと生まれてない人

が多いんじゃないかと思いますが、このように数

人の研究会でケインズの「雇用・利子および貨幣

の一般理論」について研究発表をしたことがあり

ます。それを思い出しまして、 55年前へトンネ

ルを逆走して 20歳の若さに返ったぐらいでやり

ますので、そういうふうにお願いしたいと思いま

す。「はじめに」と書いてあるところでは、「愛知

大学の名古屋笹島進出に伴う再編成に当たって、

豊橋キャンパスの新学部はどうあるべきか。愛知

大学の歴史を創成期から振り返りながら現在の世

界的な環境問題、食糧問題も視野に入れて考察す

る」と。堅苦しい偉そうなことを書きましたけれ

ども、学生時分はこんなふうに偉そうなことを言

えば偉そうに見えると思ったのかも知れない。馬

鹿にされてはいけないということで書いたのかも

分かりません。第 1 i偏といたしまして「愛知大学

創成期に学んだ、学生は今」では、話がもっと具体

的になります。私が独断と偏見でもって選んだ超

著名人 3 人の愛大の 3 本松と、彼らが学んだ法経

学部の 15科目の教授陣とその講義内容について

取り上げます。これをだいたい 10～15分で終わ

るようにしたいと思います。

まず第 1 に私が選んだ 3 人と言うと、この 3 人

です。ぜひ頭の中に入れておいてください。東松

照明君。愛知大学の入口に看板が出ています。あ

るいは豊橋駅の構内に「未来を拓く大学」という

東松氏が58年前に撮った写真があります。これ

はどういうものかと言うと、英字新聞を貫いた卵

が日本の再生という意味を表している。それが彼

の出世作になって、今や日本だけでなく世界の写

真家になった。メトロポリタン美術館などで購入

している。この写真が 2 年間で‘世界を駆け回って

日本に帰ってくる。そういったことが読売や朝日

の新聞紙上、 NHK の日曜美術館でも数回紹介さ

れている。彼の作品はこの大きさで l 点60万円



が今世界の評価価格です。豊川の桜ケ丘ミュージ

アムが 8 点買いま した。去年豊川が買ったのは海

軍工廠を写した写真です。爆撃の跡。銃弾の跡。

防空壕の跡。そういうものを写した写真をぜひ欲

しいと言って長崎まで豊川のミュージアムの学芸

員が買いに行きました。それから一昨年の夏には

愛知県美術館で東松照明写真展をやりましたが、

同等の価格のものです。 8 年前に豊橋の美術博物

館でやりましたがその時の倍の価格です。このく

らい世界評価価格がどんどん上がっています。

では彼は愛知大学でどういうことをやっていた

のか。東松君はどんなことを言っているか。大学

で学んだことはどうだったのか。彼は昭和29年

に愛知大学法経学部を卒業します。経済学科で学

んだが一向に「経済的な仕事にならなかった」と

言いますが、今ではネガから i 枚焼くたびに剰余

価値がどんどん出てるじゃないかと私は東松君を

冷やかしているんです。注文があればネガからと

る。剰余価値がいっぱい。彼は剰余価値を林要さ

んに学んだ。マルクス経済学の大家です。ケイン

ズ経済学は小幡清金さんから学んだ。愛知大学の

財政学の権威です。ところが財政学の権威であっ

てもなかなか愛知大学の財政はその時分大変だっ

た。

そういうようなことで東松君は今、世界で活躍

している愛知大学卒業生の写真家の l 人です。実

は去年の 1 0月に東松君から電話がありまして 、

「越知さん、僕の写真からカメラから雑誌からネ

ガから全部を含めて、愛大を経由して名古屋市の

美術館に寄贈しでもいいんだけど、話をしてくれ

るか」。そういう話があった。私 l 人ではどう し

ようもないので、学長 と 副学長と事務局長とで、

病気持ちの東松君 l 人だともしものことがあった

時「いや、聞いてなかった」 ということになると

いけないから、奥さんと 2 人一緒に話をしますと

いうことになった。「じゃあよろしく頼む」と検

討を始めたんですが、それが他へも伝わったのか

どうか、名古屋市の美術館に話をしたところ 、 各

地で「欲しい」「欲しい」という美術館が出まして、

愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

まさに今日の返事なんですが愛大だけでなく分散

してくれと。やり方が遅かったのか、残念なんで

すが。その全ての世界評価額は 1 00億円だそうで

す。名古屋市の美術館が JOO億のものをもらって

収蔵して展示するというのに、まごついている聞

に今度は沖縄で、京都で、東京の写真美術館で、

長崎で、「くれくれ」 と いう話になっちゃって、

困っているという返事が来た。

それでどうするか。愛知大学 と美術館だけとい

うわけにはいかず、分けなきゃならなくなったの

で、 3 千点ずつ分けると言う。 l 点 60万円です

から 3 千点の写真は 18億です。チャンスという

ものはすぐに生かさないと失う場合があるという

i つの話をしまして、今から話すのも今回がチャ

ンスだから愛大はしっかり頑張りましようという

ことを発表 したいわけです。もう l つ苦い経験が

あるんです。愛知大学に、ここは本部ですが元公

館の師団長官舎に師団長閣下がお住まいになって

いた。そこを愛知万博の時に迎賓館にする、お金

は僕がファン ドを用意するという人が現れた。そ

れで豊橋で「やらまい会」という会を数人で－作っ

た。豊橋市長も乗り気で現場を見に来て、「やり

ましょう」 とゴーサインを出したと こ ろ 、 その方

が急に亡くなられた。契約もしてないので、もう

実現は不可能になった。それも残念だった。だか

ら物事はスパスパッと決めない と行動を起こすこ

とはできない。チャンスというのはパッ と動かな

いと逃げられてしまう。そういうことを私は体験

しております。
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東松照明
昭和29 ( 1 954） 年愛知大学法経学部経済学

科卒業。「経済学科で学んだが、 一向に経済

的な仕事ではなかった」というが、今では「ネ

ガ」からの剰余価値がどんどん生まれている。

それらのすべてを合めて世界評価額「100 -0古

円 」 と言われている。彼の写真関係資料は、
名古屋市美術館でも、 「話が桁外れに大きす
ぎる 」 と戸惑う。愛知大学を通じて名古屋市

美術館に寄贈を申し入れ、「東松照明写真資
料館」 でもできれば、 愛知大学の誇りでもあ

り、世界の東松を名古屋の目玉と するこ と も

できるだろう。

近年、長崎マンダラ、沖縄マンダラ 、 京マ

ンダラ、愛知マンダラ、 東京マンダラと写真

展を開催していった。 2007年 l i 月の東京マン

ダラ に合わせるように、エール大学の図録と

写真200枚余が世界を 2 年聞かけて l 周 し、

日本に里帰り した写真展でもある。

愛知大学で学んだ経済学者の林要先生の経
済原論や熊沢復六先生のロ シア語 ・ 映画演劇

論の影響で幅広く 奥行きの深い作品を作 り 上

げているのではないだろ うか？
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愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する
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松浦元男
昭和 35 ( 1 960） 年法経学部経済学科卒業。学生時代はジ
ャズバンドで管楽器を演奏し、卒業後はアイセロ化学に就
職し、その後独立 し、 樹研工業を設立した。 こ の会社はよ
くテレビにも紹介されているが、 100万分の l g と いう喜多の
歯車を完成させるなど、現在まだ使われていないが、 医療
器具、通信機器の極小化の方向を見越して先手を打った部
品である。
学生H寺代はアルバイトで忙しかっ たようだが、愛知大学
の先生から「生涯をかけて学ぶ入口を教えてもらった」 と
言い、今でもマルクスやケインズを読みあさり、随筆 ・ 経
済論評も執筆する 。
彼の発惣、は豊かでユニー ク 、 音楽の勢いでもあろうか、
大学の理工学部より工業高校卒業者のほうが固定概念がな
く 、 頭が柔らかで独創性があ る と 言っている。 そして入社
は申込J岐に採用するという。
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牢

平松礼二
昭和40 ( 1965）年法経学部経済学科卒業。本名

邦夫であり、通名礼二である。そのため邦夫のサ
インの「富士山（初期の作品）」が愛知大学に眠っ
ていたが、気がついた職員がその絵画を補修し、
現在名古屋車道校舎 1 3 階に展示している。
中学時代から美術関係に興味があり、いったん

は普通科の高校へ進学したが旭丘高校 ・ 美術科へ
転校した。その後愛知大学へ進学し、「夢があり、
希望があり、愛と知をまさぐりつづけた愛しき
日々」と当 H寺を懐かしむ。彼は近年 『文襲春秋』
の表紙を担当しており、日本画壇を代表す る画家
である。 また、現在、多摩美術大学教授を経て、
了徳寺大学学長でもある。
愛知大学車道校舎に寄贈された「日本の新しい

朝の光」のステンドグラスは自由受難と J桜ともみ
じを愛し、母校愛知大学を湘南 ・ 鎌倉から見た構
図として製作したものである。
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次に松浦元男君。彼は昭和35 (1960）年に愛

知大学を卒業しました。学生時代、ジャズバンド

で管弦楽器をやり、ダンスホールヘ行って学費を

稼いでいた。アルバイト学生です。卒業間近にな

ってどういう勉強をしなきゃいけないかを聞くた

め、彼はある先生のところに訪ねていった。そう

したら「ケインズを読め。マルクスを読め。アダ

ム・スミスを読めおそれが将来の基本になる入

口だ、学問の入口だと。それで彼は卒業してから

もそれを何遍も読んだ。その時もやはり林要先生

や小幡先生が出てくる。そのくらい当時の愛知大

学の教授達には魅力が、学問的な魅力と人間的な

魅力があった。そういうことを信じて東松照明君

も松浦元男君も現在があると私は思う。松浦元男

さんを大橋さん知ってますか。

大橋知らないです。

越知知らない。覚えておいてください。愛知

大学の卒業生です。「IOO万分の l g の歯車」の。

大橋 その松浦さんですか。ジャズとおっしゃ

ったので。樹研工業の松浦さんですね。

越知 そうです。 NHK でも経営学についてひ

っぱりだこです。愛知大学で経済学・経営学を学

び、今NHK や塾で講義をする講師にもなってい

る。学者であり評論家であり随筆家であり、そし

て夢の 100万分の l g の歯車を作った。彼は愛知

大学では生物・科学、実際そんなことはあまりや

ってない。単位を取っただけだと。しかし愛知大

学でやった経済のマルクス、ケインズが中心にな

って、あるいはアダム・スミスが中心になっての

経営学である。今この人は全国的に有名ですよね。

これは経済学原理に合っている。 r最小の物を作

って無駄を少なくする」。今の例えば環境破壊や

CO2の問題も含めて考えられることですね。ゴミ

になって樹脂は捨てられるでしょう。土に還らな

いでしょう。野菜なら選る。木なら還る。プラス

チックは還らない。腐らない。公害になる。だか

らそういうものはできるだけ小さいほうがいい。

まだ使われておりませんよ。将来使われるだろう

という夢を求めている。ロマンを求めている。あ

愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

そこの会社の社員は大学出は要らない。頭が堅い

から。工業高校出のほうがはるかに役に立つ。

IOO万分の lg の歯車は工業高校を出たような発

想力、想像力の豊かな人が作った。今そのために

世界各国から、 IOO万分の l は使えないけれども

1 万分の l とかそういうのは使えるから、注文が

どんどん殺到しています。あそこへ行くと工場も

屋根も全部黄色。夢を売る。 6 月 20 日の 3 時か

ら愛知大学で講義をやりますから、その時に愛知

大学で何を学んだか、きっと本人が語られるでし

ょうから開いてください。

その次に平松礼二君。愛知大学の卒業生です。

この方は愛知御津のほうにお父さんがおられて、

本当は絵を描きたかったけれども財政的に大変だ

ったので、愛知大学の法経学部に入った。本来は

美術学校へ行きたかった。お金の面で「お前それ

で食っていけるか」と親御さんから言われたそう

で行けなかった。しかし絵は描かずにおられない

くらい好きだった。県立の旭丘高校の美術科を経

て愛知大学に入った。そして能力がどんどん伸び

ていって、今では日本画の重鎮になりました。大

きいのは i 点が何百万です。今彼の描いた「日本

の新しい朝の光」という絵の原画が愛知大学の応

接聞に飾つでありますから、帰りに見ていってく

ださい。これはどういう絵かと言うと、愛知大学

を思う絵だそうです。遠く鎌倉から三河湾を臨み、

愛知大学がある。僕の学んだ愛知大学が見える。

そこで青春の思い出を描きながら「自由受難」と

いう愛知大学のシンボルを絵に入れて、モミジと

サクラと四季の花を入れて、太平洋の披からずっ

と Bの出を見るという感じで、そういう構想で描

いた。これも今美術館なんかでひっぱりだこです。

特にこの人が絵を習う時には、名古屋の大須に万

松寺という（織田信長のお父さんの墓を杷ってい

て、信長が抹香を投げたという）お寺があるんです

が、そこの伊藤治雄君という私の同級生のところ

が面倒を昆ていた。日本画の岩絵の具って高いん

ですよ。だから材料を買うのに大変なんです。学

生なんか描けない。そういう時に面倒を見てもら
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ったというので、ず、っと愛知大学への思いは深い。

(2) 彼らが学んだ法経学部の 15科目の教授陣と

その講義内容（口頭および写真・資料参照）

愛知大学の卒業生 3 人をご紹介しました。彼ら

が愛知大学で何を学んだか。愛知大学にはどんな

先生がいたのか。お 2 人だけご紹介します。先ほ

ど言いました東松君は写真部の、私より l 年後輩。

昭和 5 (1930）年生まれで年は一緒です。松浦君

も学生時代からの友達。平松君は絵をやるように

なってから、豊橋で初めて企画展をやった。その

時「越知さん協力してくれんか」ということでい

ろいろ協力してあげた。美術館からも頼まれた。

初めての企画展だから成功させないと平松君の一

生にも関わる。「成功させたいのでたくさん見に

きてもらうように同窓会にも話してくれ」と。美

術館の友の会にも。それでごく親しくなった。今

は了徳寺大学の学長さんをやっています。 3 年前

は多摩美術大学の教授をやっていた。 3 人とも全

部林要さんのマルクス経済学（金融資本論の大家

ですよね、この人は）の影響がある。経済の物の

見方が大きい。林要さんというのはものすごい偉

大な人で、北朝鮮の金日成さんにご家族共ご招待

を受けて、 1 か月間国賓並みで北朝鮮を歩いてお

られた。奥さんとお孫さんのイズミさんと一緒に

北朝鮮に特別招待。そして中国に行けば副主席と

会ったり。そういうふうに世界的に有名な学者で

す。私のゼミの先生だったし、卒業してからもず

っと。私の家業は床屋で、松浦君は学生時代から

頭を刈りに来た。林さんは「越知、お前が床屋を

やったから俺はこれを機会に頭を刈るよ」。今ま

で刈らなかった。全部奥さんが欽でやっていた。

床屋へ行ったことないけど、「君がやるなら」と

いうことでそれから頭を刈るようになった。そう

いうことで、家族的にも親しくしていた。東京の世

田谷区久我山に l 山買っている。本問先生は「共

産党の金持ちだ」と冷やかすんです。林先生に言

わせると「金融資本のおかげだ」と。同志社大学

で教授をやっていて、辞める時に千円の退職金を
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もらった。お父さんにもらった千円とで久我山 1

山買った。それがバブルによって評価がどんどん

高くなってきて大地主になった。「これは金融資

本の弊害だ」というわけです。そういうふうに物

の考え方でいろいろ引用の仕方があるわけです

が、その林さん家族とも親しくしております。

それからもう 1 つ小幡先生の財政学。ここにも

小幡先生の財政学のゼミをやった方がいらっしゃ

いますよね。財政経済の基本は何か。学者という

のは口で言・ってるだけではだめだ、それが即市民

のために役立たなければという。だから地方財政

をやった。愛知大学が昭和30年代財政的に苦し

かった時に、ここに手紙がありますが、本間学長

が病気で、手術をしたあと、その時に財政学の先

生として愛知大学の理事長・学長に手紙を出し

た。「いくら財政が厳しいと言っても、一括して

全て l 割減なんでいうやり方はしないでくださ

い。それぞれの適切な評価によって l 割もあり l

割 5 分もあり 5 分もあるというやり方をして、正

直ものが馬鹿を見ないようにしてください」とい

う手紙です。これは了解を得ていませんけれども、

おそらく小幡先生は「越知が見せるならいいよ」

と言ってくれたと思います。そんな偉そうなこと

をなんで言うのかと言うと、実は小幡先生も私の

ゼミの先生なんです。ケインズ経済学のほうのゼ、

ミに入っていたので小幡先生のゼミで発表した。

それで小幡先生の家族とも親しくしていて、先生

の奥さんが病気の時はうちの息子が往診に行って

いる。そのくらい小幡先生と親しくしている。だ

からおそらくこういうものを出しでも怒らないだ

ろうと思いますけれども。

小幡先生は愛知大学の教授を辞めて名誉教授に

なられて、それ以後は俳句を作ったり短歌を作っ

たり書をやったりした。書でも面白い「整容」と

いう、頭を刈ってきれいにしろということですね。

容姿を整えろという。武蔵の出だから武山人の雅

号を持つ。本間先生が愛知大学を創るというから

急いで、今までの住いを全部売っちゃって豊橋へ

来た。財政は離しい。厳しいけれども本問先生の



魅力に惹かれて愛知大学へ来て、財政学の先生を

やっていた。だから財政についてものすごく厳し

い。小幡清金というんですが、われわれ学生はそ
かんたん

の時分 「オパキンさんJ と 言っていた。 「開港。
心静かにして欲少なし」。このとおりです。そし

てその時分生活が苦しいから、奥さんが鶏を飼っ

て卵を生ませて生計の補助にしていた。 これは本

当の話です。私も見たことがある。本問先生が行

ったら鶏が動いてびっくりした。「何だこれは」と。

そのくらい教授連の家計は厳しかった。 しかし本

問先生の財政の考え方は、 事務職員と同じように

考えなさいということだった。働く人を大事にし

ろと。学者はあっちこっちで講師を頼まれれば謝

礼をもらうだろう 。 だから事務職員の待遇を良く

しろというのが本問先生の考えで、今もその点で、

は愛知大学の職員の給料は割合いいという評判で

す。関係する税理土が言うから。そういうことで

愛知大学は居る人をみんな大事にし ようと いうの

が本問先生の考えです。だからここにもあるとお

り、 農家姿の人と学長は並んでますよ。 いろいろ

な人の話に耳を傾けて皆さんを大事にする。

2 人の学者の個性と考え方をお話ししました。

あ とまだ十何人あるんですがお話しすると時闘が

なくなりますので、それは私が受けた授業の 15

科目にわたって資料がありますから回 します。法

経学部 15科目の教授陣とその講義内容を説明す

ると 30分も 1 時間も過ぎてしまいますから、次

へ行きますので資料をご覧下さい。

間

愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

昭和26年、 27年度法経学部で受講した

専門科目の担当教授と講義内容

経済原論
財政学
経済学特殊講義

経済原論
金融資本の理論
経済学特殊諮義
経済史
社会政策
農業政策
貨幣金融論
景気変動論
経済統計学
政治学原論
経済政策
財務諸表論
憲法

小幡清金
小幡清金
小幡清金
林要
林要
林要
森谷克己
森谷克己
三好四郎
山本二三丸

山本二三丸
郡菊之助

戸海銀彦
四方博
田中藤一郎
一円一億

一一一 一...I!」一一一一得＇~＂＂告例を建..，l'l:+18-.tr.);:Q)：；怠.砂3ヴへと!li;G,:nl悶ゐ

新大学lltJZ申fol謂，：，に，；‘ li'I開や様車Uどいくつかの也市びあがっていた．
忽かでも盟国IS, ！日陸軍＠学後箆昆／Jそのまま揖っていた己とや、市長回u
＇＂古内有力百か畠且体的盟隣＠磁的を胃るζとb可包て凶r.:. 地流血身の梅谷
館山｛売東軍向l>:ii院大学寂慢》＠努置も大3b'った．そして鰐よD、ヲツマ
イモ申一会主出自であちて当簡もコとも火3怠陪遣であった食穏盟に‘ 対担
で芭そヨであコた．

世興b＇始習ったばb＇りの盟田市にとヨて盟知大学の役立は文化醤市として
の!Ml<O-:ll-tl'で1150、市l'!i;t喜んでEえた. 

. ------- ---- ----------- 
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「経
済
学
原
理
同輩
需
要
綱

小幡清金
明治3 1 ( 1 8 98）年 8 月生れ。
大正1 2 ( 1923）年東京帝国大学経済学部

卒業。
昭和20 ( 1945）年台北帝国大学教授を退
職後、 22年 4 月より愛知大学法経学部
（旧制）教授に。
経済原論、財政学、貨幣金融論、予科
経済通論などを担当し、理事および図
書館長にも就任。

四、歴史学派
五、近代経済学
A . オース ト リア学派
B ローザンヌ学派
C. ケンブリッジ学派
D. ケインズ学派

第四章価値及び価格の理論
第五主主 貨幣及び信用の理論
第六議所得論
第七草景気循環論
第八章国際経済論

第一節経済学の対象及び目的
一、研究対象に属 しないもの
二、 研究の対象及び目的
第二節経済学の三部門
一、理論経済学
二、経済史
三、経済政策学
第三節 〔近代〕経済学の発展
一、アダム ・ スミス以前
二、古典学派
三、 社会主義学派

次一一

第一主主 経済の概念
一、経済財
二、経済行為、経済原則
三、経済組織
第二章経済組織の発展
一、自然経済
二、単純商品生産経済
三、資本主義経済
第三率経済学

「経済学原理J 講義要項

一一日

第一主主 経済の概念
一、経済財の分類

I . 生活すること＝種々な欲望の充足一一所謂「物質的欲望」と「精神的欲望」
2. 財（広義）＝欲望満足手段（自由財と経済財）
3 効用＝財のもつ欲望満足能力文は財によってもたらされる欲望満足
4. 限界効用、 限界効用逓減法則＝財の最後に追加される単位のもつ効用（限界効用）。財貨の限界効用はそ
の財貨の増加するにつれて逓減する。
経済財＝各種の用途に対して相対的に稀少な財＝従ってその獲得には労働又は代価（価格）という犠牲（費
用）を必要とする財＝交換側値をもっ財一一交換の対象とならない財。「公共財」（道路、公園）
5 

小幡清金先生
小幡清金先生から学んだ学科は、 経済学原理、財政学、
ンズ経済学と演習である。
愛知大学が出来ると聞くや、本間喜一先生のもとへ、東京武

蔵野を引き払って三河の地へやって来た。財政学の権威である。
昭和 34年頃、愛知大学が財政的に困難な時、それも本問先生

が病気療養中にお見舞いを兼ねた手紙の中で次の訴えをした。
「経費節減もー率ではなく、夫々の事情に応じてカットすべき、

正直者がパカを見ないように」とも書いてあった。
奥様は「ニワトリを飼って卵を生ませ、生計の一劫にした」
と本問先生からお聞きした。
大学退官後は、子L子や孟子を読みあさり、短歌を作り、書を

習っていた。その書「整容」は容姿を整えることであり、「悶治」
は「心j'jftかにして欲少なし」である。
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愛知大学創成期からもう l つの原点を考察する
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次一一一一回

第六節支出税（消費税）
公償
公債の意義及び起因
公債の発達の条件
公債の種類
公債の起債
公債の変更
公僚の償還
公債の経済的作用
歳計制度
歳計制度の意義
予算
決算

第二節租税の術語
第三節 国民所得と租税負担
第四節租税の種類
第五節梨税原則
第六節租税負担の配分
第七節租税の経済的作用
第八節租税の転嫁

第八主主 主なる租税
第一節収益税
第二飾所得税
第三節財産税
第四節相続税及び贈与税
第五節流通税（交遇税）

首
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4

－v
t
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財政学試験問題
(26年 1 0 月 23 日）

次の諸問題中五題を選択して答えよ（一間各二O点）
一、国家の経費は不生産的であるという説は正しい

か。その理由を述べよ。
二、社会的極大利益原則とは何か。
三、限界消費性向及び投資乗数とは何か。 両者の関

係如何。
四、信用進出による収入とは何か。 この経済的作用

を説明せよ 。
五、課税に於て財政原則と公平原則といずれが優先

すべきであるか。その理由を記せ。
六、租税は各人のうける利益に応じて課するのが公

平であるか。その理由を問う。
七、課税はつねに資本蓄積を停滞せしめるか。 その

理由を述べよ。
八、公債の発行は生産を阻筈するという説は正しい

か。 その理由を記せ。
九、外国債の利害を問う 。
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ジ

ェ
イ
・

エ
ム

・

ケ
イ
ン
ズ

有ll 論 ピグウ教授の『失業の理論』
第二十章雇傭函数
第二十一章 価格の理論

第六編 一般理論の示唆に関する若干の覚書
第二十二翠景気循環に関する覚哲
第二十三J;'i 重商主義、 高利祭止法、スタンプ附貨幣お

よぴ過少消費説に関する覚書
一般理論の導くべき社会哲学に関する結論
的覚書
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第二十四孝

次
訳者序
日本版への序
原著者序；
第一編緒論
第一諒一般理論
第二章古典派経済学の公準
第三主主 有効需要の原理

第二編定義および基礎概念
第四章単位の選定
第五主主 産tl:\i高およ び雇傭量を決定するもの としての

期待
所得 ・ 貯蓄および投資の定義
所得

二貯蓄と投資
補論使用者費用について

第七m lけ欝および投資の意味についての続論
第三編消費性向
第八Ifi 消質性向 一、客観的要因
第九主主消位性向二、主観的要因
第十諒限界消担性向と乗数
第四編投資誘因
第十一章資本の限界効率
第十二f,f 長期期待の状態
第十三平利子率の一般理論
第十四誌利子率の古典派恕論
補 論マーシャルの 『経済学原理』、リ カア ドオ

の『経済学原理』、 その他における利子率
について

第十五主主 流動性への心理的ならびに産業的動因
第十六軍資本の性質に関する諸考察
第十七草利子および貨幣の基本的性質
第十八章雇仰の一般理論再説
第五編貨幣賃金および価格
第十九章貨幣賃金の変動
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愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

林要
明治27 ( 1 894）年 5 月 生れ。
大正 9 ( 1 920）年東京帝国大学法学部卒業。
大原社会問題研究所所員、同志社大学教授などを経て、
昭和22 ( 1947）年 4 月より愛知大学法経学部（旧制）
教授に。
経済原論、経済学史、経済学特殊講義などを担当。

愛知大学法経学部経済原論一部要項

経済原論林要教授

第 l 章経済学の対象
第 2 章人間一社会一労働一生産
第 3 輩 社会法則の一般的規定
第 l 節再生産過程
第 2 節生産力の諸要素

(1）労働力
(2) 労働手段
(3) 労働対象

第 3 節生産様式
第 4 節社会構成

第 4草生産力の発展過程
(I）労働食の発展過程
(2）労働手段の発展段階

第 5 章商品生産の発展段階
第 I 節減資共同社会に於ける協業と分業
第 2 節 減資共同社会の放壌と商品生産の発展

第 6 章商品
第 l 節 商品の二要因としての価値と使用価値
第 2 節価値形態又は交換価値
(l) 簡単な価値形態
(2) 拡大された価値形態

(3) 一般的価値形態
(4) 貨幣携帯

第 3 節商品の交換価値
第 7 章貨幣 （商品流通）
第 1 節価値尺度としての貨幣
第 2 節流通手段としての貨幣
第 3 節価値物そのものとしての貨幣

(l ） 蓄財手段としてのG
(2) 支払手段としての貨幣
(3）世界貨幣としてのG

第 8 主主 G の資本への転化
第 9章剰余価値の生産
第 l 節剰余仰i値はどこから生まれるか
第 2 節剰余価値は如何にして生産されるか
(1) 労働過程

(2) 価値増殖過程
第 3 節若干の用語定義
(1) 可変資本と不変資本

(2) 国定資本と流動資本
(3) 剰余価値率と利用率

第 I O章絶対的剰余価値の生産
第 l l 章 相対的剰余価値の生産
第 l 節相対的剰余価値
第 2 節相対的剰余価値の発展
(1) 単純協業
(2) マニュファクチャア

(3）機械による大工業
第 3 節相対的剰余価値の生産

第 12章資本の蓄積
第 1 節単純再生産
第 2 節資本の蓄積又は資本の拡張再生産
第 3 節資本の蓄積と労働力の需要

第 13 主主 本源的蓄積
以下金融資本論へ続く
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随想苧先念副総理（右）と筆者（左）

枯には，そりときり主人公銭静人さん町詩をf砕

いてもらった鑑院が畠る．不幸にもその得抱石

さんのi!fn＇報ぜられた白は， それからま申ない

ときだったa

「老人的わたしなどは，お臨申かく申ごと〈

！，，熔J か〈申ごと〈毘わしいLll河にも接した

いと思いま したが，壮，曹の元気な述中に突

きあげられて目 北京いちい西安でも，延安で

L ここ上海でも，もっぱら文平から枇祢割t

孔をへて， 松原の止りごとくいま中罰金土に

燃えさかるプロ独政担Z歯学留迎助ばか り学ん

で量主しts. そLて体制申ちh＇いをこえてg,

〈白己とを教土られま IA,.

それによって初出てわか－， f，ζ とりーつ

は， t,t， しどもり三結合がどう もユセモノだ

ということでした． 革命ぬ曹の三結合だの，

l/lW量宇習だ四位，どう培えてもホ Yモノでは

あ世ません．そ申ととをつ〈づ〈教えられま

した．

さきほどの姐絞会。とき． 第二百貨店の苑

子さんだという官さんは＇ ＂＇＂」

と官いかける と，

「WさんはそEにきていますよ ！ J 

とだれかが戸をかけt.：. みると，お占なりの

テーフルで背をむけて坐っていた習al.妹さんが

献をこちらへ向けた• ZI才だと，品。とき自己

紹介した，かわいい子娘である．

1 プロー習曲

的立！＆r!fの14階で，上海市革命委員企副主任

。徐舟賢吉んは， mたしたちりために晩鐘の'Z

をひらいてく乱tc， 団が日屈をおえて帰国申逸

にっとう とする前田町 8 月U 6<0ζ 左で品る．

徐容んは長身で若い， 39才だとか．なぜだ

か， t,t.こしはフ》写真てごみる王世主副主席を述

悲した．

宴たけなわとなり ， ht， しは答礼のあいさつ

に立ちあが勺t.:,

rnt.:U.：ちり団は文字どおり老・壮 ·Wの

三結合です．：おかげで人間関係はと申上なく

円満に倫ti<！乙いっています．

と ζ つで， 人民大会lo:の正面には大きな山

水の壁画があり 目 そ由民には ず江山知此各

嬬』 k 品ります』

と私はいったが，じつは副総理に会うと きに

は，いきな り会見室へ謀内されたので． との壁

画をみることはできなかった。しかし弘位以前

にみた己とb：串る．

すこし碕訟ぱなしになるが，己申山水ii!i <O l!i

者だときく博抱石さんkは19制年間京で1召集の

テープルを共にしたととがあり，わたし白書,'i

('\~ l q; 

f i I lllf 

it!¥ t 、 11l !b~ 1《
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目次
はしがき

にわとりとデモクラシー（序文にかえて）
前篇資本のおいたち
第一章問題はどこにあるか
第二章社会とはなにか
付金融資本と社会
に） 人間および社会
第三章資本の発生まで
（一）原始共同社会
じ）私有財産の発生
（三）奴隷社会
（四） 封建社会
（日商品生産と貨幣
第四挙資本の発生
第五章資本主義的商品生産
第六章商業資本から産業資本へ
第七草 自由競争

後篇
第八章産業資本から金融資本へ
第九章 金謝資本についての ・ いちおうの定義
第十箪貨幣ーーイ言用 銀行
（→貨幣のむだ
（コ不換紙幣と信用貨幣
（三） 流通信用と銀行
（的 資本信用 と銀行

(1 ） 貨幣資本の適期的な休息、
(2) 資本信用

(3）信用をつうじての銀行の支配
第十一挙創業利得
第十二挙資本の動員
第 卜三章株式会社と銀行
第十四章資本主義的所有
第十五主主 独占と金融資本の形成

（→産業の独占化
に）独占 と銀行
巴）金融資本の形成
第十六議独占の波及性と独占価格

第十七草金融資本と生産制限
第十八章金融資本と失業
第十九主主 カルテル保護関税と 「国民の搾取」
第二十輩金融資本と資本の輸出
第二十一章 帝国主義と戦争
第二十二葉金融資本と諮階級
ト） 地主階級との関係
仁） 中間階級との関係
(1) 中小資本家階級との関係
(2) サラリ←マン階級との関係

（三） プロレタリアー トとの関係
第二十三寧金融資本の反文化性
第十四章 あたらしい社会への展望
第十五章金融資本の横顔さまざま
十） 二つの世界
仁） 一般的危機
（三） どこから社会革命はおこるか？
（凶） わが金融資本の横顔

愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

j1J; 唱＂＇肱
戸田ー

信1融資本の趨論

林標準

骨水性，b

II付 録
資本論と金融資本論
金融資本論とその著者

( 1）人形と人形っかい
(2) 資本論いごの資本論
(3) ヒルファディングの略歴
(4） 金融資本という言葉
(5） 金融資本の祖国
(6）大戦前のドイツの経済
(7) 「城内平和」 と 「祖国の防衛」
(8）左と右へ
(9) ヒルファディング＝ジノヴイ

エフの論戦
(LO) 「組織された資本主義」 と

「超帝国主義」

林要先生
林要先生には、経済学原理、金融資本の理論、 経済学特殊講義
とゼミナールを学んだ。
「ヒルファ ーデングの金融資本論」の翻訳者として有名。日本学

術会議会員と して活躍。同志社大学で頂いたお金などで、東京世
田谷、久我山一帯と参科の別荘を買えたのも、 「金融資本の弊害の
なせる業」 ともいいながら、 夏期のセ、 ミ は夢科に学生を集めた。

日本の学者や芸術家など幅広い交流を持っと同時に、中国や北
朝鮮の首脳とも交流があり、中国を訪問したり、 北朝鮮の金日成
主席に招かれて 1 ヵ月間、奥様やお孫さんとともに国賓待遇を受
けられている。

随筆など時折り郵送して下さったり 、 本問先生を訪問した事を
耳にすると、杉並の久我山 と世田谷の北烏山は距離にして 1 キロ
ほど、 「僕のところにも寄りなさい ！！ 」と催促のお葉書を頂いたの
である。

JJl 
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森谷克己
明治37 ( 1 904）年 1 月生れ。

昭和 2 (1927）年東京帝国大学法学部卒業。
昭和2 1 ( 1 946 ） 年京城帝国大学教授を退職後、 22年 6 月
より愛知大学法経学部（旧制）教授に。
社会政策、 経済原論、経済史、社会科学概論などを担
当し、学生部長にも就任。
昭和27(1952）年退職。

r’ーー－ --
! 

経済史森谷教授 1 950

歴史時代

記録文学或は国家札織の成立した時代
函洋の古代経済社会奴隷経済時代
東洋の古代経済社会西洋の概念は適応できない

経済史の目的
歴史時代の初期を奴隷経済とするか否か（東洋）

中国では生産的過程活動を奴隷が引き受けるよう
な量的多数は存在しなかった

奴隷の地位
経済段階

国家の発生
(1）階級分裂族内的原因による国家の発生
(2）牧人種族が原始農民を征服族外的原因による

国家の発生
国家成立の最初

都市

1!2 

東洋段王朝で多分に征服的内容を合む
西洋ローマ国家
封建組織
国王諸侯家臣農奴隷農

ギリシヤロ ーマ時代の奴隷経済は何故に発達した
か 7

1 ・ K ・ イングラム『奴隷及び農奴史』 1895
中世の ヨ ーロツパ

ヨーロ ッパの都市の発生 9 世紀～ 10世紀（内陸に

於ける）
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商人及び手工業者の定住するところ
東洋の都市発生
官僚の定着によってその周囲に手工業者又は商
人が集めおかれた

都市の機能
都市の中心として自給自足する

社会経済的組織
西洋の社会経済的組織
Guild; Zunft 協同組合体組織

東洋の社会経済的組織
前歴史時代を通じて変化していない。
官僚主義組織、 皇帝は全国の主権者であり最大
の土地所有者

近代の資本主義発達三段階
(I) Factor System; Verlags System 問屋制 14世紀
(2) 16世紀の頃、散在した農家の工場が資本家の元

に集まって分業的生産が行われるようになったロ
手工業は変化ない。
Manufacture 

(3) Industrial Revolution 18世紀

英国産業革命発祥地、資本主義の母国
①政治的革命
②英人の道徳的意識又は倫理的観念
＠島国的地位の獲得
④資源の関係
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次一一
説
I 社会政策ということは
日 学問としての社会政策の成立
山 日本における斯学の発達

第－ri 社会政策学の対象任務および学：間的性質
[ 社会政策の概念

日 社会政策学の対象と任務

日I 社会政策学の学問的性質の問題
第二主主 社会政策の歴史的展開
第一節社会政策の前史
[ ヨーロッパの古代ーーギリシヤおよびローマ
]I ヨーロッパ中世の封建時代
Ill 東洋的世界

第二節高度資本主義的世界の成立と種々なる労働問題の発生
I 工業資本主義の発達と高度資本主義的世界の成立
II 資本主義に随伴して発生する種々の労働問題

第三節 労働者運動および社会主義の発達
I 労働組合運動の発展
日 社会主義の発展

第四節社会政策の展開
I イギリス的社会政策
II ドイツ的社会政策

第五節 目本における社会政策の歴史

一一目
序
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三好四郎
明治43 ( 1 9 10）年 4 月生れ。
昭和 1 7( 1942）年九州帝国大学法文学部卒業。
昭和2 1 ( 1 946）年東亜同文哲院大学講師を退職後、 22年
5 月より愛知大学法経学部（！日制）助教授に（のち教授）。
l品業政策、外国書研究などを担当。

h 所
段業政策第一分冊（社会構成論）
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次
緒言
一、社会経済的構成
二、生産諸カを構成する可能的諸・要因

l 、労働力の概念
2 、 生産手段の概念
A、労働対象

a 、天然自然に存在すると こ ろの労働対象
b 、原料

B、労働手段（労働要具）
生産力と生産諸関係との弁証法的統一
生産力と生産諸関係との弁証法的統一に内在する
矛盾

五、社会経済的梢成交替
A、原始コ ンミ ュニズム
B、古代社会
C、封建社会

自

四、

益L一
昭和 38年

段業政策第二分冊（社会革命論）

次目
一、政治と経済との関係
二、国家の本質
三、旧国家機梢の破駿
四、社会革命の一般的規定
五、新しい国家機椛
六、プロレタリアートの独裁
七、プロレタリア民主主義
八、ソヴェート国家

114 



愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

山本二三丸
大正 2 ( 19 13 ）年 3 月生れ。
昭和 ll ( 1936）年東京帝国大学経済学部卒業。
立教大学助教授を務めた傍ら、昭和 22 ( l 947 ） 年愛知
大学法経学部（旧制） 諮師に（のち教授）。
閣僚金融論、 貨幣金融論、景気変動論、経済学特殊講
義を担当。

貨幣金融論 山本二三九
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貨幣金融論は総論即経済原論の終了により総論に対する各論、此の中
には、 貨幣論、 金融論（信用論）、地代論、企業集中論（工業政論）に
入る事を原則とするのである。

経済
一家の経済→国家の経済→「政治経済J→経済学
(1) Economy 一家の経済＝ヤリク リ＝節約→富裕を指すもの
人間と生産物の関係
(2) Political Economy 経済学 （法則の探求）
社会科学の－f.11分、生産における人間と人間 との関係

経済学の起源（Po li l ica l Economy) 

政策を客観的根拠により作成
一国の経済は富の増進方法を目的とした。

「富とは ？ 」

( l）金銀のみとする 重金主義 Monetary System 
Commercial 

(2) 人間の生活必需品を寓と するもの。重農主義
I. 純生産物

(I）段業が純生産物を作り出す 重良主義

重商主義

(2）一般民業に労働を加えて純生産物が増加I (fi価値の増加）
2 . Political Economy-Principal 

( I ）生産の三要素労働＋資本＋土地
(2）分配＝生産に対する貢献の割合に応じて分配される。

＝労働賃金＋利潤＋地代

Principa l の倣ti 富が！I'll加するほど失業 ・ 恐慌が激烈
分配の不公平

①空想的社会主義分配だけを強制するのが空想的社会主義
②科学的社会主義生産法則により分配

： 経済の方法
(1) 数量的変化

(2) 質的変化（発展）
4 マルクスの経済学 古典派経済より変化

( I) 生産物質＋労働＝変形＝生産物
対象物→道具→労働＝生産物

社会科学的経済学

憂帯会常1
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経済学特殊諮義景気変動論 1951 年度山本二三丸

I. 景気変動論の考察方法
l . Modern Economism の方法
2 科学的に景気変動を分析するもの
3 科学的景気変動の究明の特色
4. 景気変動議の目標（課題）

ll . 恐慌＝景気変動
l . 恐慌の社会に及ぼす影響
2 ，社会主義国家と資本主義国家との対照
3 . 恐慌と革命
4 . 恐慌の局面
5 ，恐慌の現象

[I]. 理論の考察方法
l 自然科学の理論
2 ， 経済学の理論
IV. 再生産論

l . 労働の移転及び保存
2 . 労働力の価値
3 ，労働力の作り出す価値＃労働力の価値
4 . 剰余価値の資本主義社会の再生産

V. 資本主義社会の再生産の特色
I 資本論の体系
2 . 再生産の内容的考察
3 . 社会的総資本の再生産

VI. 単純再生産は如何に行われるか
l . 実現理論
(l) 総再生産の法則
(2）実現理論
(3) 市場の理論

2 . 拡大再生産

JJ6 

3 . I広大再生産の謬説
4 恐慌の可能性、必然性、現実性
VII. 恐慌論
I 恐慌論考察上の注意

( I ）価値論
(2）再生産論
(3）資本蓄積論

2. 資本主義の内在的矛盾と基本的矛盾
3 恐慌の説明方法
4 . マルクスの言う資本主義の内在的矛盾
5 . 拡大再生産の意味
6. 山田盛太郎の誤謬
7 . 上林貞治郎の誤謬（阪大）
8. 誤謬恐慌論

(I）再生産の条件を均衡条件として理解する説
(2) 資本主義の内在的矛盾によって説明するもの

9. 消費について
(1) 減少消費説
10. 卜 ロッキーの恐慌論
I I . 正 しい恐慌論
1 2. 宇野弘蔵の恐慌論

(J）再生産の条件
(2) 内在的矛盾
(3）批判

1 3 . 恐慌論
(I) 恐慌の可能性
(2）基本的矛盾

単純商品生産と資本制生産
(3）世界市場を考慮に入れる



愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

郡菊之助
明治30( 1 897）年 2 月生れ。
大正 1 2( 1923）年東京商科大学卒業。
名古屋経済専門学校教授などを経て 、 昭和 26 (1951) 
年より愛知大学法経学部（新制）教授に。
統計学、 商業学、，r,mi信指むな どを担当。

経済統計学 1 951 年度 f,fl菊之助助教授

第 l i;-i 社会科学としての統計学
計五t経済学

第 2 Ijl 実証主義と経済研究
第 3 単経済統計学の発展
第 4草経済統計の特色

I . 統計調査の方法
(l｝標本調査
(2）推i1
(3) アンケー 卜（尋問調査）
；比率の種類及び応用
( 1) 比率 （単純比率）
(2) 限界比率
(3) 型11力性

第 5 章図表統計の問題
l 棒図
2. 線図
3 平面図
4 ピクトクeラム

5 統計地図
第 6 平予測統計の方法

I . 先行的数列

2. 中心的数列
3. 後行的数列
4. 図表による説明

第 7'&1. 予iJll附E討の効果
第 E 箪統計的結論に関する注意

試験問題
(1) 統計学と経済学との関係（色々の角度より）
(2）比率の麗矧と応用（ノート）
(3）比図法の原理（ノー ト）
(4）統計図表は何故左曹を可とするか， 、
(5）経済統計と愛知県（産業 ・ 生産の系数）
(6）統計から見た豊橋市（経済 ・ 社会的方面）

豊橋地方に於ける生糸生産量
生糸の全国総生産高の比較（貫）
経済学と統計学との関係

録制下，4J
智J

－裳知峰鍾靖

越}n4*

. ' 
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政治学原論

人類社会生産の歴史
モルガンの推量
野蛮、未開、 文明への段階的発展

戸津錨彦
明治26( 1 893 ）年 8 月生れ。
大正 9 ( 1 920 ） 年東京帝国大学法学部卒業。
昭和21 ( 1946）年京城帝国大学教授を退l除後、 東京産業
大学講師を経て、周年 l i 月より愛知大学法経学部（旧制）
教授に。
政治学、 政治史、行政学などを担当し、理事にも就任。
昭和24年より名古屋大学教授を務めた傍ら、 愛知大学
にも兼任教授として出諮。

( L ・ H モルガン r古代社会』）
Government と国家の区別

血縁関係と地縁関係
文明jt月以前と文明期

エンゲルスの国家観
(I) 階級対立

征服が機縁になったけれども一つの階級が他の階級を抑圧するに至った時国家は発生する。
(2) プロレタリアートの革命的独裁
(3）社会主義国家は労働者農民の国家である。
(4) 国家は共産主畿の段階に達すれば死滅する。

（匡l際情勢によっては共産主義の段階に於いても国家は存続する）
(5) 共産主義原則

能力に応じて働き、欲求に応じて受ける。 こ うなると国家はその存症理
由を失い死滅する。労働自身が生活の欲求となる。

エンゲルスはモルガンの国霊友銀を唯物史観の立場から補強
(1) 未聞の下段 自然発生的な両性の分業で、共有財産。
(2）未｜捕の中段 社会的分業（第一の分業）、奴隷制度。
(3）未開の上段 手工業と農業の分離（第二の分業）、貧富の差。

諸氏族は人民に対する支配と圧迫の為の独立の機関
似） 文明期 （第三の分業） 商人、 G の発生。

氏族体制、分業とその結果として社会が階級に分裂する事により国家にと
って代られた（富者と貧者、この対立は調和する事が出来ず益々激化しな
ければならないような社会）

エンゲルスの結論
国家は一定の発展段階における社会の所産である。

レーニ ンの国家観

階級調停の機関ではなく、支配指紋の機関に過ぎない。
国家は階級対立の調和し難い所から起ったものであり 、 その事の現われである。

社会主義国家の成行き
スターリンの国家の機能
第一機能 前支配階級であったものに対する弾圧
第二機能 外部からの攻盤に対し社会を防御する事
第三機能 社会主義経済を育成し発展させ、社会主義的精神を酒養

国家の本質

国家学全体社会＃社会の構成員の凡てからなる社会
国家＝社会の構成員の一部分が椛成する機構にすぎない

ll8 
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田中藤一郎
東京商科大学卒業後、 名古屋経済専門学校教授を経て、
南山大学教授を務めた傍ら、昭和 26 (1951 ）年より愛
知大学法経学部（新制）講師に。
経理学、簿記学、財務諸表を担当。
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田中藤－flll諮師

財務諸表準則の推移
我が国の財務諸表準則は昭和 9年 8 月に磯定した陶工商準則に始まる。
その後、昭和 16年 l l 月、企捌｜涜の財務諸表統一協議会において企劃院準則が発表された。こ
の内容は、独乙株式法に類似している。
経済安定本部財務諸表準則の特質
企業会計原則の一般原則
①B/ S および P / L の真実性、②正規の Book-Keeping の原則、③資本取引と損益取引を明
僚に区分する剰余金の原則、④利筈関係人に対する判断を誤らせない明瞭性の原則、⑤企業会
計処理の原則および手続きを変更しない継続性の原則、⑥企業財政に不利な影響を及さない健
全な会計処理を行う保守性の原則、⑦種々の目的のため異なる財務諸表を作成する必要がある
場合、信頼しうる会計記録に基づき作成しなければならないものであって政策の考慮のために
真実をゆがめではならない単一性の原則。
減価償却
①定額法一直接法、間接法
②定率法一直接法、間接法
③生産高比例法一直接法、間接法
商法と企業会計原則
①会計帳簿、②貸借対照表および損益計算書、③財産目録および決算貸借対照表記帳価格、④
会社の決算期と中間配当、⑤会社の監査役と詮券取引法による公認会計士の監査、⑥計算処理
の作成、⑦計算処理の確定、⑧財産の評価、⑨創業費、⑮自己株式、⑪繰延資産、⑫資本準備
金、⑬臨時巨額の損失、⑪計算書類の附属明細書
財産評価
①原価主義、②時価主義、③低価主義
積立金
①法定積立金、②株主積立金、③役員賞与金、＠配当平均積立金、 ⑤家屋新築積立金、⑥別途
積立金、⑦繰越積立金

南山大学教授1951 年度財務諸表論

第二章

第三主主

第四章

第一章

第五章

第六章

田中藤一郎

我が固における財務諸表準則の推移につき略述せよ。
企業会計原則の一般原則につき略述せよ 。
利益剰余金と資本剰余金につき略述せよ。

試験問題（一時間）経理学

2 

3 
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愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

一円一億
明治44 (19 11 ）年 5 月生れ。
昭和 9 ( 1934）年京都帝国大学法学部卒業。
lli'lf日2 1 ( 1946）年東亜向文型院大学助教授を退職後、 22
年 5 月より愛知大学法経学部（旧制）教授に。
rlJ法、 法学を担当。

高
度
回
先
学
窓
玩

一
也
一
他
国
唱

日
本
圃
憲
法

（上
）

論
はしカfき

制規は、それがそのままに行われるべきものであるとして作られた
ものであるが、事情の変化や、人々の立場の相奥によって、人々はi時
には制規のままが行われることを欲しなくなることがある。このよう

なときには、制規は、しばしば在げて解釈せられるものである。しか
し制規の解釈は制規に則して客観的になされなければならない。
私が以下に述べる憲法論は、現在の日本の制規たる憲法、即わち「日

本国憲法」の解釈を主とするものである。そしてそのためには、制規
に則してこれをなそうと思う。
しかし他国、われわれは、現実の社会や国家をより よい方向に向わ

しめることに興味と意義とを感ずるものであるから、制規たる憲法の
解釈の外に、理想、の憲法や立法政策への示唆をも提供し、また、現に
抱いている社会意識としての憲法にも、必要に応じて触れたいと思う。
そしてそのためには、明治憲法や諸国のi'/J.法についても、述べなけれ
ばならない。
右のような態度の下に、本書の論議を進めて行きたいと思う。

前
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第二節前文
第三節 日本国憲法の基本的性格
第四tlli 国体の変革
第五節国号

日本国憲法本論
第一fj1 天皇
第一節天皇なるものの実体
第二節象徴たる資絡における天皇
第三節 象徴構成者たる資格における天皇
第四節個人たる資格における天皇
第五節摂 政
第六節皇族
第七色↑j 余論

第二主主 戦争の放棄
附録日本国憲法

次

llli 論
L立しカ宝き

第一1:;t 国家、主権及び1＆－法
第一節国家
第二節主権
第三節霊法
第二寧 近代国家と諸種の主主法
第一節近代国家の成立と発展
第二節近代国家の諮恋法
第三節君主制度の変質過程

日本国懲法総論
第一寧 日本国憲法制定の由来
第一節 日本国憲法成立の由来
第二節 日本国憲法制定の理由

第二君主 日本国憲法概観
第一節 目本国憲法の構造

同
口
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第三節国会の構成
第一項国会の二院制
第二項両院相互の関係
第三項議員
第四項選挙
第四節国会の活動形態
第一項国会の会
第二項 国会の内部体制
第三項 両院の議事法
第五節国会の権限
第六節j 法律

第五章内閣
第一節序説
第二節 行政に関する一般原則
第三節内閣の性質
第四節 内閣の組織
第五節内閣の権限
第六節内閣の責任
第七節 内閣の総辞職
第八節各国務大臣及び各省大l歪
第六詑司法と裁判の区別
第一節序説
第二節司法機関
第三節最高裁判所
第四節下級裁判所
第五節法令審査権
第六節裁判官
第七節検察官
第八節裁判の手続
第七諺財政
第一節 財政の概念とその処理の一般的原則
第二節予算
第三節収入及び支出
第四節決算
第五節 財政に関するその他の憲法規定
第六節会計検査院
第八r;'t 地方自治
第一節序説
第二節地方自治の規範
第九章改 正
第十:t;f 最高法規
第十一撃補 則

日本国滋法制談要領（第二分，T仕 ・ 完）

第三営国民の権利及び義務
第一節国民
第第二一節項 国民の権利及び義務
第一項基本的人権の概念
第二項 日本国憲法における国民の権利及び義務

の根本的性格
第一回 権利義務の主体
第二目 自然権たる基本的人権の承認とその享

有の保障及び不可伎の権利としての保
障
基本的人権の善用及び尊重に対する国
民及び国家の義務

第四回 基本的人権と公共の稿祉
第五回 基本的人権の保障の方法
第六回余論

第三節 個々の権利及び義務
第一項総説
第一iヨ 自由権といわゆる生存権
第二回 憲法の列挙する諸屈の基本的人権の類

別
第二項個々の権利
第一目 中核的基本的人権（人として平等に尊

重される権利）
本来的基本的人権（生存及び生活に必
要な権利）

第一基礎的基本的人権（生存に必要な権利）
第二拡充的基本的人権（生活に必要な権利）

第三回 手段的基本的人権
第一政治的自由に関する権利
第二生活資材の利用及び取得に閲する権利

第三項個々の義務
第一回 納税の義務
第二日 勤労の義務
第三回 教育の義務

第四諸国会
第一節序説
第一項議会制度の意義と歴史
第二項一院制と二院制
第二節国会の地位

次目

第三目

第二目
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II 世界の食糧危機を目前にして農業関係で

地域に貢献する愛知大学

一一東亜同文書院時代からの夢が叶えるか

次は、 「世界の食糧危機を目前にして農業関係

で地域に貢献する愛知大学」と いうテーマについ

てです。同文書院時代からの夢がl斗えられるかど

うか。 こ れからが大事な、田原の皆さんと力を合

わせてやりたい と いうお話です。 愛知大学の前身

は東亜同文芸｝院大学です。東亜同文書院は元々日

中の友好親善、そして教育育成ということが主眼

で、田原の皆さんに同文書院関係については詳し

い方がいますから今日は省きます。 その同文書院

に大正 3 年、農工科ができた。 そして大正 1 1 年

には廃止になった。農工科 と いうのはどういう科

目が必要かと言うと、教科内容は煤業汎論、農産

製造学、有機無機化学、 応用動植物学、地質鉱物

学、機械電気工学、製造科学といった科目をやっ

ていた。 だからあなた達が今田原で考えている農

業大学院大学も、おそらくこれに該当する科目 と

それに対する教授が必要ではないかと思います。

同文書院時代に三好四郎さんという教授がい

た。 その時分はまだ講師でしたが、 研究調査員に

なりまして、 H百年1]19年に東亜同文書院大学の学

生の人達と中国の中央部南通あたりで、ジャポニ

カ（うるち米）とかインディカ（東南アジアの長

くてパサパサした米）とかを研究して政府に報告

した。そういう指導を、 愛知大学の前身である東

1 万坪の農場や問育会など
（愛知大学記念館内の再現慎型）
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亜同文書院大学時代からやっていた。

2 番目に、 では新生愛知大学は農業とど ういう

関わりがあったか と いうことです。箇条書きにし

てありますけれども、その時に特に目立ったこと

といた しましては、創立時代の昭和21 年に、 農

場を l 75坪用意した。大橋さん l 万坪と言うと農

家は食べていけますか。

大橋いけます。

越知 いけますか。なるほど。 だいたいお百姓

さんが何坪ぐらいの田畑を持っていたら生活でき

ますか。

大橋作る作物、経営内容によって変わります

が、今のお米です と簡単に言います と売値で l 俵

l 万円。 l 反で 8 俵採れます。 .l,000平米で 8 万

円の売上になります。

越知 愛知大学が 3 万 7 千坪の面積。その中の

1 75坪を農場に当てたんです。同時に 300坪の恩・

屋に飼育場を作り鶏や豚を飼った。農耕用シャベ

ルや鍬を 200丁ずつ、 もっこ 100本。企業 と して

成り立つ規模かどうかは分かりませんが、 そうい

うふうに本問先生は農業関係に意気込みを持って

いた。なぜなら昭和2 1 年に新設された愛知大学

の設立趣意の趣旨の l つに、「そしてこれらは日

本の国土計画に考慮、すべき事項であり、愛知県及

びその近県は日本有数の農産県に して、また近海

及び沿海岸、 特に三河湾、 伊勢海、 浜名湖などの

海産物が豊富にして、特に農産物、水産物の加工

研究に至って、将来日本の食糧対策上重要なる問

題を提供しおり、これらの諸見地より本学は農学

部、 水産学部を設けてこれらの要望に即応せんと

欲するものなり」 と いうのがあります。だからそ

の時分から 、 農産あるいは水産に関する こ とを見

通している。 将来今のように世界の食糧危機がや

ってくるのではないかとまでは考えなかったかも

知れないけれども 、 愛知県のそう いった豊富な資

源、それから加工技術を評価して、 愛知大学とし

て水産あるいは農業科をやりたい と考えていたと

いう実績がある。 そ ういう考えを発表したのかど

うか分かりませんが、 豊橋市が50万円、 それか
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設立認可申請の寄付金明細

ら富国主t'平さん（新城市町並の人です。富田精機

というおそらく農機具の会社じゃないかなと思い

ます）が30万円、そして日本農産化学研究所が

20万円、合計 100万円、今の J OO億円でしょうか、

そういうので愛知大学ができた。これを基金にし

て供託金にして愛知大学の申請認可をいただい

た。

先ほど言ったよ うに、 もっと具体的に言えば財

団法人愛知大学設立許可申請書では農耕鎌200

本、 農耕用シャベノレ200本、草刈鎌200本、天秤

棒100本、もっこ類100本、そして校内敷地東北

角に農場と家畜育場 5 棟建300坪を用意した。 こ

ういうような愛知大学の今までの経緯から考えて

も、これからの世界の食糧危機に当たって日本が、

その中で東三河が、そして田原、 豊橋がその食糧

危機を回避するとまでは言わなくても、農業生産

の自給率において 、 今は39 %ですが、やはり 50

～70 % にするのが国を守る恨本にもなるわけで

す。 そういうことからぜひ愛知大学に私は農業関

連、競境、そういうものを合めた学科を作られて

はいかがなものかという提案をしたい。特に本間

先生はやはり行動を起こす人だ‘った。あの人は学

者でありながら実業家であった。殖産会社（建財

株式会社）の社長をやっていて、そこを退職する

時には大きい碁館をもらった。そういうふうに本

間さんは最高裁の事務総長、あるいは裁判官、そ

ういうものだけでなくて、 事業、 殖産においても

庶民の味方という物の考え方でありました。 例え

ば私のところに下さった確か昭和 34年の年賀状

だと思いますけれども、「難しい世の中になった。

アメリカの農家が日本の農家の首を締めるとは残

念なことだ」と書かれています。大橋さんこの意

味分かるでしょう。 外米（カリフォルニア米）の

輸入によって、 日本の米作りをやっている人を出

していってしまう。そして国はどうしたかと言う

と、補助金を与えて「田闘を作らないようにして

くれ」。こういうつまらない農業政策をやって無

駄遣いをした。それよりも農家に自立できるよう

な農業指導を国 と してやればいい。 これからの時

千℃はおそらくそうなる。

例えば先ほど言ったマルクス経済学もケインズ

経済学も今危機に瀕している。 マルクス主義の崩

壊といった本がたくさん出ています。社会主義の

崩壊と資本主義の行方。そしてマルクス、ケイン

ズ経済学の危機であると。もっと具体的に分かり

易〈言えば、今までの日本経済は公共事業による

投資、需要と供給だけで事は済むと思っていた。

需要があればどんどん供給すればいい。 それが経

済原則で有効需要の働きだと言ってケインズ経済

学はやってきた。不景気になれば公共投資で金を

出して橋を作り 、道を作る。インフラは必要です。

そういうものをやれば景気は良くなる。これがケ

インズ経済学の基本です。有効需要の発生です。

それももう今は行き詰まった。ガソ リ ン税はどう

だ。そういう こ とでケインズ経済学も行き詰まっ

ている。だから「ケインズさん、生きていたらど

うしてくれる」と新聞に哲いてある。「あなたが

言うように公共投資を盛んにして有効需要を起こ

そうと思ったけれども、有効需要が起こせる程度

ではない。足らなきゃ作りゃいいと言うけれども、

作れないんですよ 、 農家なんかは。田園だって一

度やめたら何年かかるんですか。」そういうこと

は大橋さんや小川さんが詳しい。 小川さんは農業

大学出身ですからあとでどんどん質問してもらい

たいと思います。そういうことを考えながら、こ

れからの日本経済は世界の危機を日本自身でも守

らなきゃならない。従って自給率を高めなきゃな

らない。そのためには地域の農業を大事にしなき
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ゃいけないという時代になってくる。環境問題も

含んでいる。環境が悪かったら農作物もできない。

だから森林問題、水の問題、そういうものも含め

た農業、環境、農業関連科目、そういう学科を愛

知大学に設ければ地域に貢献できる。

文化への貢献は役割を果たした。なぜならば昭

和21 年に愛知大学ができた時、田原の人は知っ

ていると思いますが小川さんは杉浦明平さんとい

う人、知ってますよね。知らなかったら田原の人

じゃない。渥美の有名な作家杉浦明平さんは本問

先生と一高東大の先輩後輩の仲良しで、愛知大学

ができた時杉浦さんは「東三河は文化不毛の地帯

だ、」という論文を発表した。そうしたら本間さん

が逆襲した。「いやいや違う。回国の中にトップ

モードの女性が立ったなんて冷やかしちゃいか

ん」。本間さんは例えの仕方がうまいんです。「そ

のうちに愛大の卒業生がボンボン出て、地元で県

の職員があり、町の職員があり、魚屋さんがあり、

床屋さんがあり、いろんな人達が地域の文化を高

める草の根運動をやっている。そしてそのうち女

子短大ができる。そうなればもう不毛のところじ

ゃない。愛知大学ができたから東三河の文化は栄

えるよ」と反論した。これはテーフ。が残っていま

すから本間喜一コーナーで間くことが出来ます。

本間さんはそういうような物の考－え方なんです。

愛知大学は農業の大切さというのをその時代か

らず、っと伝統的に持っている。そこで実は前に愛

知大学と田原さんと共同で農業科を作る話が煮え

かかったことがあるんです。日：i原沿総に農場を作

って実習をやるとか、そういう話が 10年以上前

にあったけれども、それが消えでなくなってしま

った。田原を含めた東三河の農産物は日本一多か

った。豊川用水のおかげで渥美のほうにどんどん

水が行くようになった。電照菊がどんどんできる、

キャベツができる。でき過ぎてトラクターで踏み

つぶす。そこまで生産高がよくなった。それは豊

川用水のおかげ。水のおかげ。その頃早川勝さん

という人が第 2 回目の豊橋市長選に立候補して、

マニュフェストで「東三河に農業大学を作る」と
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いうのをうたっている。早川さんにこの前「資料

を貸してください」と言ったら、「いや、ちょっ

とあの時分の資料は」ということでした。私その

うち早川さんのところからお借りしてきますか

ら。豊橋市もそういうことを考えた時がある。田

原も愛知大学と一緒にそういうことをやろうと思

った時がある。

そしていよいよ最終段階に入ります。今回はそ

ういうことを踏まえながら話をすすめます。例え

ば国際コミュニケーション学部が名古屋へ行く、

経済学部が行く、 5 千人が 3 千 5 百人に減る、そ

して新しい文理融合学科を作るんだったら、ぜひ

とも愛知大学に農業環境関係の学部を作っていた

だいたらどうか。そのためには田原の皆さんのご

協力が必要です。そしていずれは道州制になる。

それはもう藤田先生がお得意中の得意です。三遠

南信地域を含めたそういう物の考え方をした時

に、豊橋だけでなく東三河全地域に対する立派な

社会貢献になるし、国際環境問題あるいは世界的

な農業危機の問題も含めてやるべきことではない

かなというのを、私の l つの考察ということでお

話ししました。

今日田原の皆さんにおいで願ったのは、もう l

つもっと具体的に話を考えた時に、例えば大橋さ

んも今石黒社長も考えていて、去年からそういう

懸案を発表していますね。だけど今、担当する教

授連のことも考えなければなりません。石黒社長

が藤田先生とお話して、藤田先生にご協力をもら

えれば教授連は理学博士とか水とか環境とか、詳

しい先生がたくさんおりますから、そういう先生

が集まれば農業大学院大学は難しい話じゃないで

すよと私は言ったんです。教授連も遠くから頼ま

なくても、地元の愛知大学に立派な先生がいらっ

しゃるからお顕いしたらどうですかと言ったわけ

です。「遠くの親戚より近くの他人」という言葉

があるでしょう。それと同じで、愛知大学に有名

な大先生がいるから、そういうことでやったらど

うか。そうすると石黒君のところでいわゆる農業

大学院大学の問題もある程度考えられるでしょ



つ。

それからもう l つ、では生徒はどういうふうに

集めるかという問題もあるわけです。地域貢献と

いう信念はいいにしても、やはり大義名分だけで

は経営は成り立たない。収支バランスを考える、

学生の募集を考える、就職先を考える、そういっ

た包含的な経営を考えなければできるものではな

い。だから予算を計上するに当たっても、学生が

何人で収入がいくら、人件費がいくらでコストが

いくら、損益分岐点はどのくらいかというような

計数的な把握がまず必要になりますね。それをや

らなければ実際に動きはとれません。それはやる

べきでしょう。では愛知大学に農業科、あるいは

環境科ができて生徒が集まるか。今はやはりネー

ミングの時代ですから、「農業科」では集まらな

いでしょう。「お前は勉強ができんで農家になれ」

などと言う人もいました。さらに、「だけど農業

で、は食っていけないからトヨタ自動車に勤めたほ

うが収入が多いよ」と言われることもありました。

そんな時代だったから容易に農業を辞めてしまう

人が増えました。

そこで今回原がやっているように、農産物の付

加価値を高める。例えば野菜にしても果物化する。

フルーツトマトとか。そういうふう』こすれば売れ

るわけです。買いますよ、うまかったら。コシヒ

カリだって中国の富裕層が食べている。日本人が

食べないで。日本のトマトを中国人が買っている。

日本の野菜を買っている。だったら日本ももっと

どんどん生産量を増やしたらいい。今までの国の

農業政策は間違いだったわけです。なぜかと言う

とその時分の農業政策というのは GHQ の指示に

基づいて、農地を解放せよ、大地主は小作人に土

地を与えろと、そういう政策でした。さあお百姓

さんが土地をもらっても、トラクターも何もない。

資産もなくて経営できるはずがない。その指導を

せずにただ払い下げた。そこで三好先生は地域農

業を考える。三好先生のおじいさんは大審院の院

長をされていたすごい人です。三好先生のお兄さ

んは三好メリクロンの考案者、先駆者です。三好

愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

メリクロンをちょっと大橋さん簡単に説明してく

ださい。

大橋 メリクロンというのは l つの栽培手法

で、成長点培養という技法でして、 l つの細胞か

ら同じ個体、同じ品種の物を試験管の中で大量に

増殖させることができる技術を言います。

越知 そういう形でカーネーションでも蘭でも

無菌ーの温室で作ってしまう。大量生産できるから

細胞ラインの先駆者と言っている。田原でも温室

でやっているのはそれに近い形ですか。そうでは

ない。とにかく三好さんのお兄さんがそういうこ

とをやっている。そういう関係もあるし、例えば

安城デンパークとか、あるいは豊川の麻生田地区

の栽培とか。田原でもいろいろ指導してもらって

いる。その名残があるかと思う。しかしその時分

の農業政策というのは、国の政策として外国との

交流を盛んにするため輸入をしなきゃならない。

だから日本の農家が成り立たない。「補助金を出

すからやめてくれ」という時代だったけれども、

もうそういう時代ではなくなった。グローパルな

地球上で物を考えなきゃならないから、適材適地

のところで物を生産する。だから田原、渥美、東

三河のそういった特性を生かしながら、これから

はいわゆる自立できる農家を育てる。愛知県に

10の農業科があるんですよね。昔は農業学科。

例えばここで言うと渥美農業学校。田口農林学校。

新城農蚕学校。作手農林学校。東三河に 5 つも 6

つもある。それがどんどん農業政策のおかげで衰

退しまして、勉強の好きではない人は普通科じゃ

なくて農業科へ入る。そういう人が愛知大学へ行

ったら愛大のレベルが下がるんじゃないかと心配

する人がいる。偏差値いくつぐらいの人が推薦入

学で入ったら着いていけるのか。進路指導の先生

もそう言われる。実はこの近くの田原に渥美農高

というのがあって、ここは推薦入学で国立の岐車

大学の農学部に推薦が受けられる。山本さん、今

までに何人受けましたか。

山本 6 、 7 年前まで l 人だけ。今は全然だめ。

越知 それはやっぱり学力低下して着いていけ
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ないということですか。今は何でだめになってし

まったのでしょう。そういうことを考えると、で

は愛知大学に新学部を作った時に学力不足の学生

を受け入れることもあるかもしれない。しかしそ

れは工夫したらどうだと進路指導の先生に言った

んです。例えば愛知大学に愛知県の 10校ある農

業科の生徒達の l 人ずつ、 2 人ずつでも推薦して

もらって、アフターケア、例えば英数国だけを特

別に指導して、大学が必要とする学力のレベルま

で上げていくように努力したらどうだろうか。や

る気があったら学生は伸びますから。今の樹研工

業の社長じゃないけれども、「どんな人も環境と

チャンスを与えれば、素晴らしい能力を発揮する」

というのを松浦君が実証している。だから農業科

でももしそうなればそういうような方法・テクニ

ックによって能力の向上は見込めるでしょう。

生徒数は。今大橋さん何クラス考えていました

か、大学院大学は。

大橋 l クラス40人です。

越知 40人では採算が合わないですね、先生

を雇ったら。授業料対人件費の問題。その場合独

自でやったらきついけれども、愛知大学の教授に

お願いして、愛知大学と連携してやれば経費は節

減できますね。そういうふうにして愛知大学に新

学部ができた時にやる手もある。では愛知大学の

卒業生はどこへ行くか。就職はどうかという問題

は、今回原でやる農業大学院大学に行く。あるい

はそのまま企業としての農業、自立できる農業、

そういう経営のできる企業家を育てる愛知大学

と、またそれを教育する大学院大学とが連携プレ

ーをすれば、そこで道は開けるのではないか。今

までこうやってお話をたびたび数人でやると、そ

ういう疑問が出るわけです。生徒はどうするのか

とか。その生徒の就職先はどうなのかとか。そう

いう場合には今私が言ったような考えもあります

よと。だからやっぱり論議をすることによって反

対意見もあるでしょう。賛成意見もあるでしょう。

新しい意見もあるでしょう。創造性の意見もある

でしょう。そういうものを突き合わせて皆さんで
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いい考えを作る、農業自給率を上げる。東海農政

局長さんの話を、スライドを使って聞きました。

これは大橋さんと小川さんだけですか、行かれた

のは。自給率の問題をけっこう皆さん真剣に聞い

ていましたよね。だからあの時本当は私質問をし

て、「農業大学院大学をどう思いますか」と言い

たかった。大橋さんが言うかと思った。せっかく

農政局長がいるから、見込みはどうかと。そうい

う知恵を一度農政局長に会いに行って勉強しまし

ょう、大橋さん。そういうふうにすれば先は開け

るのではないかと思います。特に今回の北海道洞

爺湖サミットは食糧危機を前提に考えていますよ

ね。世界の食糧危機。日本の果たす役割は何かと

いうような問題。例えば自給率は小麦13%、大

豆 5%、トウモロコシ 0%。あるいは肉 1 kg 作

るのに穀物がどれだけ要りますか。例えば豚 l 頭

錦うのに。

大橋約 6 、 7 倍。

越知 6 、 7 倍も豚に食べさせる。その豚肉を

うまいうまいと食っちゃって飽食の時代、メタボ

リックの時代になっている。そういうような世界

的な問題がある。トウモロコシだってそうでしょ

う。ガソリンが無くなったから今度はトウモロコ

シが無くなる。穀物が無くなる。だから家畜は飼

えない。昔は家畜は人聞が残した残飯を食べて肉

になってくれたわけです。だから昔の家は、家の

中に家畜の部屋があった。牛なんでいうのはちゃ

んと台所の横に部屋があった。私はその時代に生

きてるから知つ．ているけれども。家畜というのは

人関の残した食べ物を食べていた。今は人聞の食

う物を食べる。今度は米を食わす。麦を食わす。

昔の人が生きていたらもったいないと言う。人聞

の食う物を何で動物に食わして肉にして、 1 頭が

6倍から 7 倍穀物を食べる。それじゃあ足りなく

なりますよ。これは本当にもったいない話ですよ

ね。そういう話はあまり具体的に言わないでしょ

う。本当は言わなきゃ分からない。昔のように野

菜を食べていれば通じがいいし、あまり太らない。

そういうようなことも含めて世界の食糧危機とい



う問題に対処する必要がある。

だいたいここで説明は終わりまして、最後は「日

本に農業が生きられるか」。 地球は世界を養える

のか。 今養えない。 だから北海道の洞爺湖サミッ

トではその問題が取り上げられる。 環境を悪くす

る 。 地球が悪くなる。東松君はそういう写真を撮

っているから売れるんですよ。 日本が買うんじゃ

なくて世界の美術館で東松君の写真が高値で売れ

る。 そういう記録写真を撮っている。世界を救え

るか、地球を救えるか、そういう問題。本来の農

業の道はどうあるべきか。 そしてそれに対する水

の問題。水が無かったらできません。環境を良く

する。 そのために森林を良くしなきゃいかん。 今

は東三河が一体となって、 1 t の水に対して l 円

を寄付して悶）0 がフォ レスト問題を考えようじ

ゃないかと。栗原先生が先月フランスへ行った。

水 l 杯500円だったので驚いたという。 7Jくはタダ

じゃないということを証明している。水をきれい

にするにはフオレスト（森林）の問題がある。 こ

ういう問題は藤田先生がお得意のと ころです。 こ

ちらの役員をやっておられるから。そういう問題

を話して農業関連を愛知大学に設けたらどうかと

研究会の様子

愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

いう話で終わらせていただきます。

大島 どうもありがとうこ守さ。いました。熱弁尽

きると ころがなく、大変重要な問題を提起された

と思います。いちいち私がまとめることはありま

せんが、要するに新しい愛大の再編成、笹島のほ

うへ行く、豊橋が空く、そのあとに新学部を作ら

なければならないということが現実の問題として

あるわけです。 その問題を考えていく 上で、 愛大

の前身校と言われる東亜同文書院にも実は農工科

というものがあった と。それから愛大の草創期に

も民学部あるいは水産学部という構想、があり、現

実に校舎の中に大農園があった。 愛大はそういう

問題に今まで全然無関係ではなく 、 むしろ非常に

深い関係があった、ということをお話しになられ

ました。 新学部では文理融合学部的なものが言わ

れており、田原市においても農業大学院大学が構

想されている。別々にできるのは構わないけれど

も、これはやはり何らかの協力 ・ 連携というもの

がないとおそらく有効ではないだろう。そういう

意味で愛大の中に段業や環境のこと を考える、ま

たそういう学生を育てる学部を作ったらどうか。

だいたいそういうお話であったと思いますo
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皿意見突換篇

5 月 15 日は愛知大学豊橋校舎研究館で「愛知

大学創成期からもう一つの原点を考察する一一そ

れを生かせるかどうか」というテーマで約 1 時間

半、そのあと 1 時間質疑応答や意見の交換があっ

た。出席したメンバーは愛知大学東亜同文書院大

学記念センター長の藤田佳久地理学博士、中日大

辞典編纂主幹で中国社会について詳しい今泉潤太

郎名誉教授、愛知大学史について研究している大

島隆雄経済学博士（当日の司会者）、一橋大学大

学院卒の葛谷登准教授、黍嶋久好三遠南信地域連

携センター上席研究員など学内 IO人と、外部か

らは田原で計画中の「農業大学院大学J の設立準

備をしているイシグロ農材側社長室長の大橋進吉

氏（東京農大卒）や田原市の農政課長小川金一氏

（東京農大卒）、田原市教育委員会前田和宏課長、

岡山本五夫主管などが参加した。

その内での各々の質疑や意見をまとめてみる。

今泉愛知大学に農業に関する学部はなかった

が、元をたどれば系譜として、脈々と続いている。

その基本は実学、虚学（純理論などを研究）とか

いうのではなく、実際の用に便ずるための学問に

徹するのが、東亜同文書院であった。

実地調査など実学的な流れから言うと、愛知大

学建学の精神でもある。

佃 愛知大学は創設当初、農学部と水産学部の構

想、を持っていて、昭和21 年 8 月 1 日設立認可申

請にもあり、農学部設置準備委員会設置が評議会

で決められている。

大橋全国一の生産量を誇るこの地域であって

も、最近では農業が恒常的に儲からない産業、若

い人たちから見れば魅力のないものになって、後

継者がどんどんいなくなっている。日本の農業の

将来に非常に危機感を覚えている。

「農学栄えて農業滅ぶJ 「稲のことは百姓に聞

け」。専門的な学問だけの知識の習得に走ってし

まうと、現場の農業とかけ離れていく。

農業学の専門家というと、やはり田原で何十年
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もやってこられたお百姓さん、これは正に農業学

博士といえるだろう。

農学部と言いますのは、バイオとか遺伝子組み

換えといった、科学の最先端の部分や、農業経営

と言われる、限りなく経営学に近い部分、あるい

は農業哲学という考え方の部分と、非常に幅が広

い。文理融合と言われる学問書きがあるとしたら、

農学はまさしく文理融合でないと成り立たないの

ではないか。

藤田 イギリスの大学にいたとき、地理学と農学

と両方に籍を置いていた。農学部の方は世界中か

ら学生を集めている。渥美半島は世界の農業の先

端であるから、世界から人を集めたら良いのでは

ないか。そうしたら面白い。

農学部のデパートメントの名前は例えば rフー

ドエンジニアリング」にしてみてはどうか。そう

すれば「アグリカルチャー」でなく、全くイメー

ジが変わってくる。その中で 2 つに分かれて、生

産部門ともう l つは景観（ランドスケープ）部門

がある。東京農大にはランドスケープがある。イ

ギリスの場合は造園とは言わない。景観構成、つ

まり素晴らしい農村景観というものを一方で維持

しながら食糧をどういうふうに増産するか、とい

うことがイギリスとしては伝統的な考え方であ

る。だからイギリスの農村を美しく整備するとい

うことを国民全体が期待している。

大橋農学というのは非常に幅の広いところがあ

って、環境問題、それと食べ物の生産にまで及ぶ。

食糧を生産出来る産業は唯一農業しかない。カル

チャー（アグリカルチャー）と付いているので、

何かちょっと文化みたいなところになるが、食べ

物（フード）という切り口はまさに今の「食の安

心・安全」という問題から地球温暖化に関する環

境問題まで含まれている。今の時代は日本的イメ

ージの農業と出すより、フード（食撞）のキーワ

ードで出した方がインパクトが強いのではない

か。

今泉学生は 18歳、大学院は20何歳、そういう

のをやめて、 60～65歳の人をも対象とするよう
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に思い切って切り換え るべきではないか。農学部

を勉強する定員の対象を半分は若い人、半分は健

康であって新しいこ とをやってみたい という人、

仮に年金が崩壊しでもまだ食べていかなければな

らない、第 2 の人生を考えなければという学生も

集まるのではないだろうか。中国などから これか

らも来るのではないだろうか。 ここで育てて向 こ

うに行ったら日本向けの農作物を作ってもらう。

大橋 実際に、愛知県にもあるが、 農業試験場に

付随している公立の農業大学校では、 本科は定員

割れだが、 別科 （公開講座）の方は定年帰農組の

人々で溢れかえっているという状況である。

いみじくも日本との関係だが、農業というもの

は小農と言－われる地域と、大陸型の大農といわれ

る地域、更に中規模のヨーロッパ型に分かれると

言われているが、小農文化圏の中では日本の農業

技術が最も進んでいるので、 こういったことを留

学生が日本で学んで母国で農業技術を発展させ

る。そのための人材育成は日本でしかできないこ

とだと考えている。 一案だが将来的には 3 分の l

くらいはそういう留学生の方に入っていただき、

// - -
司、、

町、
、

そういう方を支援していただけるようなt邸訟にな

ればという希望を持っている。

私が卒業した東京農業大学は、私たちの時代は

世界に l 校だけの農業単科大学 と自慢していた

が、農学部として残っているものの、農学科と畜

産学科だけで、あ とは生物資源とい うふう に名前

を変えている 。

今は、農学部だ と学生が集まらない。非常に不

思議な名前が多い。何を専攻するのか分からない。

藤田 今の日本では荒廃地がけっ こうた く さ んあ

るから、問題はそういうのをうまく使えるかどう

か。政府の資金が導入できるような体制があると、

比較的そこへ来れば安心して帰農できるという

か、営農に入っていける。 農地法を変えて、 何か

そういう仕組みを作る必要がある。

例えば、特区指定を したらどうか。 固に とって

もプラスになる。説得力は充分ある。 そ ういう形

でうまく誘導できるような仕組みを一番重要視し

て作っていかないとうまくいかない。

優良農地でさえ放置されている。渥美半島にも

あるはずだ。国の出方を待っていたらなかなか動
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かないから、農業大学だけでそれを付加すればよ

い。そうしたらものすごく 注目されるんじゃない

か。それをやりたい人が集まってくるんじゃない

か。 そこができれば自分はそういう権利がもらえ

るんだという。すごく素晴らしい、ステキな授業

だと思う 。

大橋 時限的にできないだろうか。時限的に 10

年間は、農業大学に無料で貸してやるという特区

を認めさせたら、 10年たったらまた IO年間延長

というように。

藤田 そこの一番難しいところをやはりク リアー

しないとなかなか集ま らない。今特区が流行して

いるから、それを大学院につけた特区などできな

いだろうか。

小川 田原には耕作放棄地（荒廃地）が450ヘク

タールある。そのまま放置していた ら生産性も上

がらないし、今後の食糧等の問題もあり、環境問

題と民業とを絡めて、耕作放棄地を解消する一つ

の手段として菜の花を植えれば、観う＇6客も H子びこ

めるというものだ。

緑化推進、公園緑地、たとえば沿道花壇の花い

っぱい運動という形でどうだろう。渥美半島全体

が農業特区になって、これはうまくいくんじゃな

いだろうか。「菜の花で、バイオ技術を」というこ

とだ。

葛谷経済学部にいますが、農業経済という分野

については研究していません。 ただ一つ私のゼミ

の生徒に、渥美民業高校を卒業 した学生がいて、

豊橋の特産物の ウ ズラをやっているが、「あなた
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はお百姓さんを継ぐ気がありますか」と聞いたら、

今はウズラの飼料であるトウモロコシがたいへん

高くなって、ウズラを飼えない状況だと。なぜか

と言うと、バイ オエタノールを作るため、 トウモ

ロ コ シが寅い占められてしま って、飼キヰが買えな

い。だから自分には農業を継ぐ気は とてもないと

言っている。

昨年の暮れに、綜合郷土研究所で「ふるさと」

というシンポジウムがあったが、やはり日本人の

心にとって農村は、ふるさとの原型だと言える。

ふるさとを守っていくことは、いろんな面で生き

方すべてに大事なことだと考えるので、今後ふる

さ と の農業を守っていくという観点から、農業経

済を充実させていくことが大切だと思う。

黍嶋私は山中の出身なので、 渥美半島だけの農

業だけでな く、山間地帯の冷えきった農業も考え

7こい。

三遠南信地域連携センターで 3 年ほど前、 飯田

から豊橋 ・ 浜松までの56市町村の中学生 l 万人

への意識調査で、その子供たちが、その地域で自

分たちの将来をどのように見ているかということ

を聞いた時、将来の職業選択の中に「農」 と 「林」

については全くなかった。なぜかという と、 親の

姿を見ているから嫌だと、単純にそういう話が出

てしまう。いくら行政が政策的にいろいろしても、

農と林はやはり だめなのかと思う時がある。

例えば、直径10センチ、長さ 4 メートルのヒ

ノキ ・ 杉の木が l 本 JOO円均一の店で買える。 15

年かけて 4 メ ートルの材木が100円という世界。



愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

こないのではないかということである。そんな時子供たちに、林業や農業をやれるという

ことをどのように伝えていくのかという現実があ

る。

地域の中の農業、地域の中の林業というものを

どのように育て、守っていくか。行政でもなけれ

ば、農協さんでもない。やはり大学が持っか、い

かに地域が大学を利用していくかという仕掛けを

作らないと、何となく大学と地域とが分かれてし

まう。

地域側がいかに大学を使えるか、大学がいかに

地域の壁を取り払っていくかということをやって

いかないと、形はできても実態がたぶん浮かんで

私の村では、早稲田大学とプロジェクトを組ん

で、過疎地域をどうするか、特区が出来ないかと

いうことをやってみた。「その時お前たちは何で

勝負するんだ」というと「農と林」だという。猫

の額みたいなところでも農が成り立つ仕組みを作

らないと消えてなくなる。それから先がうまく展

開できない。そういう面でも百姓とか、「農業が

できる人J を作るという理念はすごいと思うが、

やはり、もう少し現実的なものを見ていくことの

できる人も併せて作っていただく仕掛けとして、

農業大学・農業大学院大学に期待したいと思う。

参考資料①研究会開催にあたって作成、配布されたピラ

東E同文書院・愛知大学史
研究会のお知らせ

テーマ： r愛知大学創成期から

もう一つの原点を考察する

一一それを生かせるかどうか一一J

報告者：越知専（東亜同文書院大学記念センター客員研究員）

日時： 2008年 5 月 15 日〈対

午後 1 時30分～ 3 時30分

場所：豊橋校舎研究館 1 階第 2 会議室

お問い合せ先：東亜同文書続大学記念センター事務室

（豊橋校舎大学記念館 l 階、内線1817）または

大学史事務室
（豊橋校舎大学記念館 l 階、内線1490）まで
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参考資料②研究会・講演会レジ、ユメ

愛知大学創成期からもう一つの原点を考察する一一それを生かせるかどうか一一

［写真と資料で読む］

愛知大学写真研究会名誉会長・越知 専

（東亜同文書院大学記念センター客員研究員）

はじめに

愛知大学の名古屋・笹烏進出に伴う再編成にあたって些橋キャンパスの新学部はどうあるべきか、愛知

大学のl世史を創成期から振り返りながら、現在の世界的な環境問題、食糧問題も視野に入れて考察する。

I ) (I) 愛知大学創成期に学んだ学生は今。私の選んだ超著名人「愛大三本松」

(2）彼らが学んだ法経学部の IS科目の教授陣とその講義内容

（口頭および写真・資料参照）

II ）世界の食糧危機を目前にして農業問題で地域に貢献する愛知大学

一一東亜同文書院時代からの夢が叶えるか一一
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(I) 東亜同文書院院工科の新設と廃止

1901 （明治34）年 東亜同文書院創立。

1914 （大正 3 ）年 農工科新設。

1922 （大正 11 ）年 農工科廃止。

1939 （問和 14）年 東亜同文書院、大学に昇格。

出工科設立の主旨は、「中国に産出する各種の段拡産物を、科学知識を応用し研究してこれを原料と

する製造、精製のために必要な人材を養成する」ことにある。

教科内容は農業関係においても、「農業汎論、農産製造学、有機無機化学、応用動植物学、地質鉱物

学、機械・電気工学、製造化学」などがあった。

そして、農工科の運営には施設・研究に莫大な経費を必要とし、第一次世界大戦後の不況と円価の

暴落によって、書院の財政が極度に逼迫したので、大正 9 年 4 月、同科の廃止を決定した。このため

学生のスト騒ぎを引き起したが、大正 l l 年 6 月の 19期生の卒業を待って廃止された。

そのうち、三好四郎東亜同文書院大学講師、研究調査委員は、 1944 （昭和 19）年東亜同文書院大学

の学生たちと、南通、；常熱、無錫池方の農村実態調査を行い、梗稲（ヤボニカ種）は仙稲（インデカ種）

に比して多く濯制労力を必要とするため、多重層的な土地所有関保に端ぐ小作農民がこの梗稲耕作を

敬遠する大きな要因となっていることを論じ、政府の推奨にもかかわらず当時の中国小作農には耕作

困難と報告しているようだ。

(2) 新設愛知大学の創立と農業との係わり

1946 （昭和21 ）年 11 月 愛知大学新設（東亜同文書院大学の継承としての）。

1946 （昭和21 ）年 l l 月

1947 （昭和22）年 10 月

1947 （昭和22）年 9 月

愛知大学設立認可申請。創立費基金 100万円。

三好四郎氏、文学部助教授兼農事指導になる。

三好四郎氏、愛知大学付属農場主事となる。

安JfJ要太朗氏（新城出蚕学校卒）、農耕関係の嘱託委l属。昭和23年 8 月、

農場主任となる。

1948 （昭和23）年 6 月 「農業問題研究会j 発足。三好四郎氏指導教授、東三河をはじめ全国各地



1949 （昭和24）年 4 月

1951 （昭和26）年日月

1962 （昭和37）年

1963 （昭和38）年 IOPJ

1968 （昭和43）年日月

1970 （昭和45）年 2 月

1972 （昭和47）年 3 月

愛知大学創成期からもう l つの原点を考察する

の農地実態調査を始める（詳細｜は別項の通り）。

学制変更により、三好四郎氏法経学部教授となる。

「戦後日本農業の実態分析」、「日本デンマーク地帯の経済的分析」刊行。

「農業問題研究会」消滅。

西尾市、幡豆地区農家実態調査。

静岡県大浜砂丘地帯メロン栽培農家実態調査。

安形要太朗氏退職。

三好四郎氏退職。

昭和 21 年に新設された愛知大学の設立趣旨の l つに、「地方的経済ノ発展ニ寄与尽力スベキハ文化方

面ニ劣ラザル重要性ヲ ！卓ズルモノニシテ、コレガ為メ将来農学部及水産専門部ヲモ設置セント欲スル

モノナリ、此等ノ、日本ノ国土計画上ニモ考慮、スベキ事項ナルト共ニ此種施設ハ当該地方人ノ最モ要望

スル所ナリ。愛知県及Jt近県ハ日本有数ノ農産県ニシテ又近海及沿岸特ニ三河湾、伊勢海、浜名湖等

ノ海産物ノ、盟富ニシテ、特ニ農産物、水産物ノ加工研究ニ至ツテ将来日本ノ食料対策上重要ナル問題

ヲ提供シ居リ、此等ノ諸見地ヨリ本学ハ農学部、水産専門部ヲ設ケテ此等ノ要望ニ即応セント欲スル

モノナリ。」とある。

その証として、愛知大学は豊橋市50万円、日本農産化学研究所20万円、新城市の富田寅平氏30万円

の出費による合計 100万円の基金を土台として設立された。

もっと具体的に見れば、財団法人愛知大学寄附行為許可申請書を借りれば、農耕用鍬類200個、農耕

周シャベル組200個、草刈鎌200個、天秤棒 100本、モッコ類 LOO個、そして構内敷地東北角地に農場と、

家畜飼場 5 棟建て 300坪まで用意したのである。

f愛知大学五十年史 通史編』に見られる如く、「愛知大学が豊橋におかれたことは偶然ではあるが、

日本の大学というものが従来東京や大阪・京都に偏在し、終戦後日本はもっと学問・文化が地方に分

散したほうがよいという考えが強くなったために、中部地方が法文系大学の空白地借ということで、

ここに大学をおくことに意義を見出し現在の地点を選んだのである」。（同書 14頁）

※東愛知新聞 5 月 8 日付および東日新聞 5 月 IO 日付参照。

むすび

愛知大学創成期（食糧難）という時代を考えると、愛知大学と農業との関係が特に浮き彫りにされてく

るような気がする。そこで、愛知大学新学部増設に合わせて農業関連について考察した。

まず、愛知大学の前身の東亜同文書院時代、期間は短かったが農工科が存在したのであり、愛知大学設

立と同時に同大学には附属農場ができ、農業政策担当の三好四郎氏（元東亜同文書院大学講師）は、本間

喜一先生の指示のもと、新城高等農蚕学校（現新城高校）出身の安形要太朗氏を主任に委嘱した。安形

氏は農耕関係を担当するとともに、現実の食糧難や三好氏の農業政策にも寄与することになった。

愛知大学設立の各種認可申請書（『愛知大学五十年史 資料編』に収録）の文末にも、「将来の計画」と

して「新たに農学部を設置する」とあり、そのために化学実験室等も用意されていて、審査した文部省も『異

色である』と述べている。しかし、その計画は実現しなかった。

豊橋市では早川勝市長（愛知大学理事・昭和41年卒）の平成 12年の 2 期日の選挙のマニフェストで、東

三河への農業大学の設置がうたわれた。また最近では、田原市に農業大学院大学を設置する動きがある。

愛知大学にも理学博士が数人いるほか、水や、農業や、環境についての権威者も大勢いる。地域に貢献

する愛知大学として、農業関連宇部設置の実現を一考する必要がないであろうか。
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愛知大学創成期からもう 1 つの原点を考察する

東日新聞製芸員議筋） 5 月 10日（土）
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兄
は
、
バ

イ
オ
栽
培
の
先
駆
者

、

「ミ

ヨ
シ
〆
リ
ク
ロ
ン」
とい
う

無
菌
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
明

ベ
ル
類2
0

0

個
、
天
秤

θ
～
）
棒10
0

本
、
モ
ッ

コ
類
1
0
0

個
も
用
越
し
た

と
、
財
団
法
人
愛
知
大
学
寄

附
｛
宣
伺
許
可
申
請
替

に
記
し

て
あ
る
。

愛
知
大
学
の
前
身
で
あ
る

東
軍
同
文
曹
院
大
学
に
お
い

て
は
、
大
正
の
後
半
、
商
務

斜
と
は
別
に
農
工
料
が
殻
世

万
円、
日
本
農
産
佑
学
研
究

所
か
ら
初
万
円
、
新
城
市
町

並
の
宮
田
実
平
氏
か
ら
叩
万

円
の
寄
付
を
望
号
、
それ
を

忍
金
（1
0
0

万
円
）と
し
、

出
来
た
大
学
で
あ
る
。

そ
の
上
、
愛
知大学
設
立

の
認
可
申
請
替
（
愛
知
大
学

凶
年
詰
韓
結
締
）
に
よ
れ
ば

、

「
新
た
に
股
学
部
を
設
置
す

る
」
と
記
してある
。

産
他
に
成
功
、
園
芸
会
社
の

経
営
者
）
を
あてた。

三
好
助
教
授
は
、
大
学
構

袈
で
は
良提
政
策を
担当
、

各
地
の
実
態
調
査
を
行
い
、

安
形
氏
は
、
附
属
鹿
場
で
民

耕
関
係を
担
当し
た。

校
庭
東
北
に
は
3
0
0

坪

（9
9
0

平
方
針
）
の
家
畜

鱈
宅
、
民
額
縁
（
く
わ
）

類
2
0
0

個
、
牒
耕
用
シ
ャ き

れ
た
時
代
も
あ
る
。

昭
和
四
年
、
四
年
、

東
亜

同
文
笹
院
の
調
査
研
究
畏
員

の
三
好
四
郎
鱗
師
は
、
東
亜

同
文
暫
院
の
学
生
たちと
と

も
に
、
中
国
の
段
村
実
践
調

査
を
行
い
、
糧
稲
（
ヤ
ボ

ニ

カ
種
）
、
制
稲
（
イ
ン
デ
ィ

カ
種
）
の
研
究
を
政
府
に
報

ι
pレ
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
れ
ば
、
愛
知

大
学
は、
東
亜
同
文
斡
院
時

代
か
ら
、
脱
業
に
つ
い
て
も

闘
係
は
深
い
も
の
が
あ
っ
た

よ
う
だ。

戦
後
の
金
糧
難
の
時
代
か

ら
、
飽
食
、
〆
タ
ボ
リ
ッ
ク

時
代
、H
世
界
に
広
が
る
食

糧
危
機
の
時
代Hし
の
び
よ

る
食
糧
危
機
は
す
ぐ
そ
こ
ま

で
や
っ
て
来
た
。

戦
後
の
食
組
自
給
率
印
%

が
今
で
は
叩
%
ま
で
に
下
が

っ
た
。

北
海
道
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、

世
界
銀
行
ゼ
l

リ
ッ
ク
総
裁

は
サ
ミ
ッ
ト
議
長
田
・

日
本

に
対
し
、
食
糧
危
機
に
つ
い

て
の
対
策
を
促
し
、
E
U
パ

ロ
l

ゾ
委
員
長
は
、
温
殴
伯

ゃ
、
食
品・
製
品
の
安
全
と

を
「
臼本
とE
U

は
世
界
的

重
要
課
題と
し
て
協
力
関
与

し
続
け
る
べき」
とい
う
。

そ
う
し
た
対
応
に
対
し
、

臼
本
は
環
境
農
業
問
題
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
。

と
く
に
東
三
河・豊
橋
は

日
本
で
の
農
業
生
産
高
日
本

一
を誇
れ
る
も
の
が
あ
る
。

「
持
続
可
能
な
牒
業
」
を
育

て
る
意
味
に
お
い
て
も
、
ま

た
民
業
と
の
か
か
わ
り
が
深

か
っ
た
愛
知
大
学
に
、
「
文

理
融
合
学
斜
」
を
新
設
す
る

な
ら
ば
、
ぜ
ひと
も
、
「農

業
」
や
「
環
境
」
を
設
け
、

「
愛
知
大
学
設
立
趣
旨
」
の

l

つ
の
目
的
を
速
成
す
る
こ

と
が
、
地
域
の貢献に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

（
愛知
大
学O
B
・

越
知

専
）

’ g' 7 ／： 一一・E R思議蜜脳溜~i;'r.
左、本間喜一名営学長、右が腿業主事安形要太朗氏

137 




